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１. 開催概要

（１）本事業の目的

次期総合計画策定に向けて、大和市の10年後のミライについて、市民の方々からご意見

をいただき、市の取り組みの参考とするため、平成29年 11…月…12日（日）に「やまと市

民討議会」を開催しました。

開催にあたっては、普段、市に意見を述べる機会の少ないいわゆる「サイレントマジョリ

ティ」と言われる方々に参加していただくため、無作為抽出した市民3000名に案内を送付

しました。

当日は、お申し込みいただいた35名と市内高等学校6校から生徒12名に参加していた

だきました。
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（２）当日のプログラム

	 日時：平成２9年11月 12日（日）

… 場所：大和市文化創造拠点シリウス	6	階	601	講習室　（大和市大和南一丁目	8	番	1	号）

市民討議会 の進め方

午前の進め方（10:50～12:20）
5～6 人で席替えしながら３つのテーマについて
意見交換します

１）8つのテーブルに分かれて座ります
　名札にお示ししたグループにご着席ください。

２）ヒトコト自己紹介
　プロフィールシートを使って自己紹介をします。

３）テーマ①：私たちのまちの好きなところ、自
慢したいところを出し合おう

　思いついたことを何でも出し合いましょう。

４）テーマ②：私たちのまちの気になるところ、
なおしたいところを出し合おう

5）出し合った意見を書き出そう
テーマ①は青の付箋に、テーマ②にはピンク色の付
箋に一人3枚ずつ書いて貼り出しましょう。

6）席替え
　名札に示した座席情報をもとに移動します。

７）前のグループの振り返りと自己紹介
　前のテーブルで話したことを振り返り共有します。

８）テーマ③：将来（10 年後）私たちのまちを
どう良くしていきたいかを出し合おう

好きなところをのばし、気になるところをなおした
まちのイメージを出し合いましょう。

９）出し合った意見を書き出そう
黄色の付箋に一人3枚ずつ書いて貼り出します。

10）グループのベスト意見を選び発表しよう
　他のグループの聞かせたい意見を一人１枚ずつ
　シール投票で選び、発表者を決めて発表します。

午 前

テーマ①②のまとめシート

会場レイアウト

まちの現状をみんなで共有しよう！
グループ

テーマ1
私のまちの好きなところ、
自慢したいところ
を出し合おう！

テーマ2
私のまちの気になるところ、
なおしたいところ
を出し合おう！

人の健康

一人ひとりがいつまでも

元気でいられるまち

安全と安心が

感じられるまち

環境を守り

育てるまち

快適な都市空間が

整うまち

豊かな心を

育むまち

市民の活力が

あふれるまち

子どもが生き生きと

育つまち

まちの健康

社会の健康

テーマ１・２の
　　話をもとに
　　　考えようまちの将来をみんなで考えよう

グループ

ベスト4にシールを貼る

テーマ３　将来（１０年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！

テーマ③のまとめシート

1G

2G

3G

4G

5G

6G

7G

8G

やまと市民討議会
平成 29（2017）年 11 月 12 日（日）

大和市の 1 0 年後のミライを考える

　大和市の「10 年後のミライ」はどんなまちになっているとよいか、日ごろ感じていることや気
になること、その解決策など、皆さんで考え意見交換をしていただきます。

● 本日の進め方

● 話し合いのお約束

時間 所要時間 実施内容
9:30 - 受付開始

10:00 10分 開会のあいさつ・市民討議会の目的について

10:10 20分 10年後の大和市のミライを考えるための情報提供

10:30 20分 市民討議会の進め方の説明

10:50 60分 ８グループ（5 ～ 6 人）に分かれて 3 つのテーマについて席替を
しながら意見交換を行います。
テーマ①：私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！

テーマ②：私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！

テーマ③：将来（１０年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！

11:50 30分 グループ成果の発表

12:20 60分 昼食・休憩

13:20 10分 午前中の成果の共有と後半グループワークの進め方・テーマの確認

13:30 120分 8 グループ（5 ～ 6 人）に分かれて、各グループが 1 つのテーマに
ついて、意見交換を行います。
テーマ①：10年後の「健康増進、妊娠、出産、子育て」

テーマ②：10年後の「防犯、防災、まちづくり」

テーマ③：10年後の「読書、文化、スポーツ」

テーマ④：10年後の「地域活動、地域経済、賑わい」

15:30 25分 グループ成果の発表

15:55 20分 各グループで良いと思った発表についてシール投票・まとめ

16:15 15分 閉会のあいさつ・アンケート記入

1．全体の進行がスムーズにいくように協力しあいましょう

2．たくさんのことを言いたい時でも、なるべく多くの人が議論に参加できるように配慮しましょう

3．他の人の意見を否定したりせずに、いろいろな考えの人がいることを 理解しましょう
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・１枚に１つのことを書く

・配布しているサインペンを使って書く

・できるだけ大きな文字で書く

・単語ではなく、何をどうしたいかが
　わかるように書く

公園は緑豊かで
フリーマーケットも
できる場所がいいが
ホームレスの
たまり場になっては
困る

公園は
緑豊かに

緑豊かな
公園に
しよう

緑豊かな
公園に
しよう

緑
緑豊かな
公園に
しよう

緑豊かな
公園に
しよう

緑豊かな公園に
しよう

フリー
マーケット
もできる
場所がいい

ホームレスの
たまり場に
なっては
困る

付箋の書き方のポイント

２. 討議会の内容

（１）10年後の大和市のミライを考えるための情報提供

市職員から、大和市の概要や10年後のミライを考えるヒントについて、説明を行いました。

（２）市民討議会の進め方

コーディネーターから討議の進め方について説明を

行いました。

討議は、自由な意見を出し合うために、少人数で意

見交換を行うグループワーク形式で実施しました。

●話し合いのお約束

次のことを、話し合ううえでの約束事項としました。

１．全体の進行がスムーズにいくように協力し合いましょう

2．たくさんの事を言いたい時でもなるべく多くの人が議論に参加できるように配慮しましょう

３．他の人の意見を否定したりせずに、いろいろな考えの人がいることを理解しましょう

●付箋の書き方のポイント
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（３）午前の意見交換｜ワールドカフェ

●進め方

・10…年後の大和市を想像し、良いところや…悪いところ、課題解決のヒントになりそうな…

キーワードについて議論しました。

・討議は5〜6人のグループに分かれて、３つのテーマについてワールドカフェ方式で意

見交換を行いました。

【ワールドカフェとは】

　「知識や知恵は、機能的な会議室の中で生まれるのではなく、人々がオープンに会話を

行い、自由にネットワークを築くことのできる『カフェ』のような空間でこそ創発され

る」という考え方に基づいて、1995年に Juanita…Brown（アニータ・ブラウン）と

David…Isaacs（デイビッド・アイザックス）によって開発された話し合い（対話）の手

法です。

　　テーマ① : 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう

　　テーマ②：私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう

　　テーマ③：将来（10年後）私たちのまちをどう良くして行きたいか出し合おう
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午前の進め方（10:50～12:20）
5～6 人で席替えしながら３つのテーマについて
意見交換します

１）8つのテーブルに分かれて座ります
　名札にお示ししたグループにご着席ください。

２）ヒトコト自己紹介
　プロフィールシートを使って自己紹介をします。

３）テーマ①：私たちのまちの好きなところ、自
慢したいところを出し合おう

　思いついたことを何でも出し合いましょう。

４）テーマ②：私たちのまちの気になるところ、
なおしたいところを出し合おう

5）出し合った意見を書き出そう
テーマ①は青の付箋に、テーマ②にはピンク色の付
箋に一人3枚ずつ書いて貼り出しましょう。

6）席替え
　名札に示した座席情報をもとに移動します。

７）前のグループの振り返りと自己紹介
　前のテーブルで話したことを振り返り共有します。

８）テーマ③：将来（10 年後）私たちのまちを
どう良くしていきたいかを出し合おう

好きなところをのばし、気になるところをなおした
まちのイメージを出し合いましょう。

９）出し合った意見を書き出そう
黄色の付箋に一人3枚ずつ書いて貼り出します。

10）グループのベスト意見を選び発表しよう
　他のグループの聞かせたい意見を一人１枚ずつ
　シール投票で選び、発表者を決めて発表します。

午 前

テーマ①②のまとめシート

会場レイアウト

まちの現状をみんなで共有しよう！
グループ

テーマ1
私のまちの好きなところ、
自慢したいところ
を出し合おう！

テーマ2
私のまちの気になるところ、
なおしたいところ
を出し合おう！

人の健康

一人ひとりがいつまでも

元気でいられるまち

安全と安心が

感じられるまち

環境を守り

育てるまち

快適な都市空間が

整うまち

豊かな心を

育むまち

市民の活力が

あふれるまち

子どもが生き生きと

育つまち

まちの健康

社会の健康

テーマ１・２の
　　話をもとに
　　　考えようまちの将来をみんなで考えよう

グループ

ベスト4にシールを貼る

テーマ３　将来（１０年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！

テーマ③のまとめシート

1G

2G

3G

4G

5G

6G

7G

8G
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●流れとまとめ

・３つのテーマについて8つのグループで話し合っていただきました。参加者のみなさん

の意見をまとめると、次のとおりです。

・駅との距離、鉄道、自転車、自
動車など交通の便が良い

・お店が多く買い物が便利

・自然豊かで公園やみどりが多い

・シリウスが良い

・セミナーやイベントが多く、ボ
ランティアがしやすい

・ごみが出しやすく、きれいなま
ち

・自治体経営がうまく、職員の対
応が良い

・有名人がたくさんいる　　など

・知名度が低い、歴史が少ない

・夜暗く、治安が悪い場所がある

・飛行機の騒音がうるさい

・車や自転車のマナーが悪く、道
路も狭くて危険な箇所がある

・市外の人向けのイベントが少な
い

・ごみの分別が不便

・自治会に若い人の参加が少ない

・若い人が集まる場所や子どもの
遊び場が少ない

　　　　　　　　　　　　　など

・保育や補助金など、子育てしや
すいまちになるとよい

・遊歩道の整備で歩きやすい環境
をつくり、多様な世代で健康増
進ができるとよい

・暗い道に街路灯を設置して、安
心、安全なまちになるとよい

・コミュニティバスの巡回を工夫
して市内での移動がしやすくな
るとよい

・公園やサッカー場など、若い人
や子どもが楽しめるまちになる
とよい　　　　　　　　　など

私のまちの好きなところ、
自慢したいところを出し合おう

将来（10 年後）私たちのまちを

どう良くしていきたいか出し合おう

私のまちの気になるところ、
なおしたいところを出し合おう

やまと市民討議会
大和市の 1 0 年後のミライを考える

開催結果概要

　次期総合計画の策定に向けて大和市の「10 年後
のミライ」はどんなまちになっているとよいか、市
民の方々からご意見をいただき、市の取り組みの参
考とするため、平成29年11月12日（日）に「や
まと市民討議会」を開催しました。

　開催にあたっては、普段、市に意見を述べる機会
の少ないいわゆる「サイレントマジョリティ」の方々
に参加していただくため、無作為抽出した市民
3,000名に案内を送付しました。

　当日はそのうち申し込みをいただいた 35 名の方
と市内高等学校6校から生徒12名が参加しました。 市民討議会の様子

午前のグループワークのまとめ

やまと市民討議会
将来の大和市を語ろうを開催しました！
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●詳細結果
 
１グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
交通の便がよい 
・鉄道交通の便がよい 
・都心や横浜市内に行きやすい 

歩道も整備されている 
・安心して歩けるプロムナードがある 

子どもにとっても安全なお買い物場所がたくさんある 
・お店がたくさんあり買いものに困らず、子どもが出歩くのにも安全である 
・買いものがしやすい 

大きな公園がある 

地域に根づくお祭りがある 
・阿波踊りなどのお祭りがにぎやかである（※他１名） 
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テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
大きい公園や自由度のある公園がほしい 
・公園が小さい 
・禁止項目のない公園がほしい 

騒音がうるさい 
・爆音がすごい 
・飛行機の音がすごい 

治安が良くない場所がある 
・治安の悪さが気になる 
・大和駅北側の飲屋街など、治安の悪い箇所がある 
・一部治安が悪い 

ゴミのポイ捨てを改善してまちをきれいにすべき 
・ポイ捨てが多い 
・道端にゴミをポイ捨てするのを無くし、もっとまちをきれいにするべきだ 

歩道の整備をしてほしい 
・道路幅が狭い 
・横断歩道の線がない 
・老人が使用できないような迷惑な歩道橋がある 
・歩いて安全な道作りができていない 

市役所の環境が良くない 
・大和市役所が暗く、汚い 
・照明やダンボール箱を改善すべきだ 

日用雑貨が買えるスーパーがほしい 
・大和駅前に日用雑貨を買うような大きいスーパーがない 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち 

大会（スポーツ）を開くなど人との関わり合いが増えると良い 

子どもが生き生きと育つまち 

保育園や子どもの遊び場、多世代交流など子どもを育てやすいまちにしたい 
・保育園など安心して子育てできる環境を 
・子どもとシニア世代の交流を活発に 
・雨の日でも安心して遊ばせられる場所を増やしてほしい（ログハウスとか） 
・公園が暗い。死角をなくして安心して遊ばせられるように 
 

ま
ち
の
健
康 

安全と安心が感じられるまち 

治安が良くなって、子育ても安心してできると良い 
・治安を良くしてほしい(キャッチセールス) 
・security 

環境を守り育てるまち 

水銀の除去をできる限り早くしたい 
・水銀（Hg）の排除をできるだけはやく 

快適な都市空間が整うまち 

北・南にも拠点が欲しい 
・体育館を北と南に１つずつ増設、それほど大きくなくても良い 

歩く・自転車が心地良いまちになって欲しい 
・道路の整備、自転車通行帯が機能していない 
・住む人に利点のあるまちづくり 
・人にやさしいまちづくり（老人が一休みできるような） 

社
会
の
健
康 

市民の活力があふれるまち 

地域の資源を活用して賑わいをつくりたい 
・ショッピングモールとか大きい店を作ってほしい 
・観光の目玉を阿波踊り以外にも増やす 
・人と人との交流がたくさんある市 

市民の声をきく行政になってほしい 
・行政が近くにあるようにしたい 
・市民の要望を吸い上げるシステムを作って欲しい 
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２グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
交通の便が良い 
・小田急線、相鉄線など複数路線通っており、電車の便が良い 
・鉄道、バスともに交通が便利 
・交通が充実している 
・鉄道が３系統あり、交通の便が良い 

公園が多い 
・ボールを使用できる公園が多い 
・子どもの遊び場として利用できる公園が多い 

自然が残っている 
・自然がまだ多く残っている（※他２名） 

子育て支援が充実している 
・小児医療費助成などが整っており、子どもに優しい 

学生が勉強しやすい 
・シリウスがあり、友達と勉強がしやすい 
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テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
渋滞がひどく歩きにくい 
・交通渋滞がひどい 
・道路が人の歩ける道になっていない 
・自転車通路は狭いのでこわくて走れない 

コミュニティバスを増やしてほしい 
・コミュニティバスをもっと活発にしてほしい 

公園の配置や遊具を改善してほしい 
・公園の遊具が子ども向けではない 
・公園の配置が悪い 

緑が減っている 
・緑が年々減ってきている 

歴史的に貴重なものが活かされていない 
・歴史的なものが活かされていない 

治安が悪い 
・夜の大和駅付近が怖い 
・特に夜の治安が悪い 
・駅周辺の夜の治安が良くない 

飛行機の音が気になる 
・夜の基地がうるさい 

世代間のコミュニケーションが少ない 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

子どもが生き生きと育つまち 
・やまと市民討議会のような、別世代の人と交流できる機会を増やす 
・待機児童０をこれからも続けていく 

ま
ち
の
健
康 

安全と安心が感じられるまち 
・シリウスの植木の前に木製のイスを設置して、買い物帰りの老人が一休みできるようにする 
・暗い道に街灯を設置する 
・飛行機の騒音を減らす 

環境を守り育てるまち 
・既存の泉の森や公園の環境設備（より綺麗に） 
・泉の森やゆとりの森のように緑をたくさん増やす 
・豊かな自然を今のまま守っていく 

快適な都市空間が整うまち 
・色々な世代とコミュニケーションを取れる場所 
・シリウスのような地域の方だけでなくいろんな所から来られる場所を増やす 
・自転車専用道路の整備を今後も続けていく 
・10 年後にはもう少し都市計画を練ってもらいたい 
 

社
会
の
健
康 

市民の活力があふれるまち 
・ボランティアなどを通して色んな人とコミュニケーションをとる 
・地域コミュニティ（つながり）を再考する 
・阿波踊り、骨董市など今あるイベントを続ける。そして人と人が交流できるイベントができる

といい 
・10 年後にも骨董市が続いていますように 
・中小企業も集約化し団地を作り異業種交流を積極的に 
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３グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
自然が多い「泉の森」 
・泉の森など自然が多いところがたくさんある 
・泉の森の公園は自然がいっぱいで良い 

大人も子ども過ごしやすい「シリウス」 
・なんでもできる図書館である 
・シリウスの図書館では飲み物が OK である 
・シリウスができてから大人も子どもも過ごしやすい環境ができた 

スポーツができる 
・大人も公園で運動が出来る 
・スポーツ施設が充実しているところ 

交通の便が良い 
・交通の便がよくて便利 
・私鉄が３路線あって便利 
・電車や市営バスがたくさんあり交通の便がよい 
・鉄道が沢山あり出かけるのがらく 

坂が少ない 
・わりと坂が少ない 

買いものが便利 
・買い物に困らない 
・スーパーが多い 

人が良い 
・のんびりしているところ 
・ボランティアの人が花壇の花をよく整備している 
・子どもが多くて町に活気がある 
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テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
駅周辺の環境 
・夜の大和駅が特に治安が悪い 
・駅周辺に遊べるところが少ない 
・駅周辺の自転車が置場が遠い 

ゴミの問題 
・ゴミ袋を各家に１年間配付してほしい 
・カラスが多く、ゴミが散らかってしまう 

タバコのルール 
・タバコの禁煙エリアを守らない人がいる 

飛行機の音 
・飛行機の音がうるさい 
・基地問題。音がうるさい時がある 
・特に夜間、飛行機がうるさい 

交通安全 
・登校中の時間にも車が走っていて危ない 
・歩道と車道の区別もない場所がある 

車の渋滞 
・467 号線の道路が混む 

子育ての環境 
・子育てにかかる医療費や幼稚園の補助金について一律にしてほしい 
・つきみ野のあたりは小児科や文房具屋さんが少ない 

使われていない遊具 
・各公園の遊具取り扱いが、まだ皆さんに浸透していない 

自治会活動 
・自治会活動に若い人が参加しなくなっていること 

憩いの場所（泉の森） 
・以前は市が運営していた泉の森の売店が、現在は民間の方が担っている 
・憩いの場所をもう一度 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち 
・Yamato City Vegetable shop for the health of the people. 
・認知症サポーターを大勢選出する（勉強会等、早めに声かけして差し上げる） 

子どもが生き生きと育つまち 
・ボール遊びなども可能な公園が多く欲しい 

子育てしやすい 
・子育てが安心してできるまち 
・子どもを育てやすい補助金がもっとあればいい 

ま
ち
の
健
康 

安全と安心が感じられるまち 
・Security：Yamato city need to build a strong security for the children and the people 

living in. 
・一人ひとりがしっかりと交通マナーを守れるように 

環境を守り育てるまち 

芝桜をしっかり残したい 
・奥の森の芝桜はどうなったでしょう。又ショウブの花を観賞用としては 

快適な都市空間が整うまち 
・高齢者、障害者などすべての人が住みやすいまちづくりを目指す 
・高齢になっても出歩ける交通網、市バスの充実 
・坂が多い場所などにバスが多く来るようになってほしい 

遊歩道などの整備 
・遊歩道が安全になっているといい 
・車の道路、自転車の道、遊歩道の整備 

社
会
の
健
康 

市民の活力があふれるまち 
・自治体活動にも若い人が参加してもらえるような活気の溢れるまち 
・消防団活動に平日昼間家庭にいる人にも参加してもらえるまち 
・若い人が多く集まるような施設を作ってほしい 

独身者によびかけて 
・あいさつを活発に 
・独身者が多い市が呼びかけてより良い環境を 

出かけるきっかけ 
・１人１人が引きこもりにならない 

やきとりまつり 
・色々なイベントをたのしめるようにしたい 
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４グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
交通の便が良い 
・鉄道、道路の交通が便利である 
・交通の便が良い（※他２名） 
・駅が近い 
・鉄道が十字に走っている 
・コミュニティバスが便利（やまとん GO） 

買い物やゴミ出しなど生活しやすい 
・買い物が便利 
・ゴミ出しが便利 
・生ゴミを家の前に出せる 

自治体経営がうまくいって安心 
・財力がある 
・収支比率がいい 

公園や緑が多い 
・緑が多い 
・大きい公園がある 
・公園や緑が比較的多い 
・小さな公園がたくさんあり、大規模な公園も少しある 

シリウスがあるところが良い 
・勉強がしやすい 
・広くてきれい 
・楽しい 
・気分転換にスタバにいける 

イベントが多い 
・産業フェスタ 
・生徒会で阿波踊り 

医者・クリニックが多い 
 
 
  



18 やまと市民討議会 大和市平成29年度　第1回

テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
飛行機の騒音がうるさい 
・飛行機がうるさい時がある（※他２名） 
・厚木基地があるので騒音が気になる 

中高生が遊ぶところが少ない 
・大和駅前かオークシティくらいしか遊ぶところがない 

ゴミの分別が大変 
・ゴミ出しの選別が細かく大変である 
・ゴミリサイクル率が低い 

歩道が狭く、段差もあり、ベビーカーなどは困る 
・道路整備が遅れている 
・歩道が狭い 
・自転車が通行しにくい 
・駅から離れると道が狭い 

夜の治安が悪い 
・夜がちょっと暗い 
・夜の治安が悪い 

コミュニティバスの料金が分かりづらい 
・のろっとと、やまとん GO の料金が分かりづらく、一律にしてほしい 

大和市外の人が楽しめるようなイベントが少ない 
・まちをあげての祭りなどの、まちおこし行事が少ない 

空き家が多い 

自然や芝生の公園が増えて欲しい 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

子どもが生き生きと育つまち 

多世代交流が活発にできると良い 
・シニア世代と子どもの交流が活発 

子どもや中高生の居場所や遊び場が増えてほしい 
・子どもの居場所がある（学童、寺子屋、見守り寮みたいな） 
・高校生くらいの人が、遊べるような場所（ららぽーと、ラウンドワン、カラオケ、レストラン） 

ま
ち
の
健
康 

安全と安心が感じられるまち 

パトロール強化、街路灯を増して明るく安全なまちにしたい 
・治安の心配が無く、安心安全なまち 
・駅周辺の治安が良くなってほしい 
・市境の場所の夜廻りを密に 
・夜道で暗い場所が多いので、街灯を増設してもらいたい 

騒音と上手に付き合えるような工夫をしたい 
・気持ちを変える 
・音の仕組みを理解する 
・飛行機の仕組みを知る 
・子どもは喜ぶ 
・飛行場見学 

環境を守り育てるまち 

自然豊かなまち、みどりを守りたい 
・自然豊かなままでいてほしい 
・自然をできる限り、残してもらいたい 

快適な都市空間が整うまち 

ごみ捨て場を清潔に管理してきれいなまちにしたい 
・ゴミ捨て場がカラスで荒らされているところをどうにかしたい 
・ゴミがなくてきれいなまち 

歩道を広げて誰でも安全に通行できるようになって欲しい 
・道路（歩道）が広くなってほしい 
・歩道が広くシニアや子どもが安全に歩ける 
・自転車用道路と車道の区別をしっかりしてほしい 

コミュニティバスの利便性を高めたい 
・コミュニティバス（ヤマトン）の運行時間を増便してもらいたい、終了時間を延長してもらい

たい 
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社
会
の
健
康 

豊かな心を育むまち 

学校のグラウンドを開放し、遊び場にしたい 
・学校の統合グラウンドを開放して、遊び場としたい 

市民の活力があふれるまち 

昔からあるイベントを大切にしたい 
・昔からあるイベント（どんど焼き、マラソン）を大切にしたい 

市民討議会のように、市民が市政に参加できると良い 
・市民１人１人が市に参加できる 

U ターンする人にやさしいまちであって欲しい 
・U ターンする人に優しい市であってほしい 
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５グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
様々な種類の公園がある 
・スポーツ、釣り堀、小さな公園、自然豊かな公園など、たくさん公園がある 

ゆとりの森公園は子どもたちの天国 
・木がなくて見晴らしがよい 
・ゆとりの森公園の景色が素晴らしい 
・日没が特に素晴らしく、富士山も見える 
・ゆとりの森や緑のある場所が多く、子どもたちの遊ぶところがたくさんある 

知る人ぞ知る「城山史跡公園」 
・城山史跡公園付近の景色がステキ 

公園をつなぐ複数の遊歩道がある 
・複数の公園を遊歩道がつないでいる 

鉄道や自家用車の便が良い 
・電車のアクセスがよい 
・交通の便が良い 
・駅がたくさんあり、近い 

自転車通行帯があるのがよい 
・自転車用の通路がある 

予防接種の補助が多い 

ボランティアに関わる市民が多い 
・ボランティア活動が盛んである 

「ごめんね」のイントネーションが和む 
・「ごめんね」のイントネーションが独特で和みやすい 

市役所の対応が良い 
・市役所の応対がやさしい 

シリウスがよい 
・シリウスが充実していて、ホールも楽しめる 

市民参加型のセミナーが多い 
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テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
バスの本数・アクセスを改善してほしい 
・バスのアクセスが悪い 
・１時間に１本ぐらいで、バスの本線が少ない 
・昼間は多いが、朝晩が少ない 

コミュニティバスの範囲が狭い 
・やまとん GO の動く範囲がせまい 

バリアフリーの歩行環境をもっとよくしてほしい 
・日本は自動車社会であり、杖を使用しているものとして歩行しづらい 
・側溝の穴を改善してほしい 
・年代を問わず信号無視がかなり多く、しょっちゅう事故がおこっている 

特に大和駅周辺の治安が悪い 
・治安が悪い場所が多い 
・犯罪が多く、治安が悪い 

駐輪場が少ない 
・駐輪場が少なく、埋まっていることが多い 
・料金も高い 

お店が身近に少ない 
・家が駅から遠くお店がないのでいずれ買い物難民になってしまう 

町会や民生委員のなり手としての高齢者が少ない 
・年寄りのボランティアが少ない 

ゴミの分別が面倒 

水銀の排除を進めてほしい 

体育館を増やしてほしい 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち 

安心して年がとれる支援 
・年を取ってからも住みやすいように（補助が充実） 

認知症患者がおしゃべりできる場所 
・老人が集える場所が増えると良い 

子どもが生き生きと育つまち 

子育てがしやすいまち→人が住む 
・子育てがしやすいように（補助が充実） 
→人口が減少しない 
 

ま
ち
の
健
康 

快適な都市空間が整うまち 

移動困難な高齢者の方をサポートする仕組み 
・買い物などの移動を楽にしたい（年配の方） 
・高齢者に対してバスの無料化などがあると良い 

市民が移動しやすいように施設を配置する 
・施設を人の流れを考えて移動しやすく配置して欲しい 

自転車が使いやすいまちにする 
・自転車の活用 

社
会
の
健
康 

豊かな心を育むまち 

障害のある方がもっと利用でき、働く場所としてシリウスを活用する 
・シリウスで障害者のある方が働くレストランなどを開く 

市民の活力があふれるまち 

学生・企業などに地域活動に参加してもらう 
・大和市にある学校、会社など、団体での関わり 
・企業と学校間で行事を実施する 

地域の人との交流が気軽にできるような身近なイベントを増やす 
・地域の交流ができるイベントを増やす 
・地域間での交流機会を増やす 

既存の地域交流イベントの認知度や参加率の向上を進める 
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６グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
交通の便が良い 
・交通の便がよい（※他３名） 
・交通が便利 

自然が豊か 
・自然環境が良い 
・自然が多い 
・自然が残っているところがある 
・泉の森やサイクリングロードなど 

新しいコトを受け入れる気勢がある 

成人式がユニークである 
・成人式が独特 

遊ぶ場所が多い 
・遊ぶ場所がある程度ある 

駅が広い 

飲みに行く場所・飲食店が多い 
・呑み遊びに困らない 
・飲食店が多い 

ボランティアがやりやすい 

様々な市に囲まれていて交流ができる 

買い物が便利 
・買い物などの施設が整っている 

住宅地の街並みがキレイ 
・街並みがキレイで道路が広い 
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テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
公園が少ない 
・公園や学校の遊具が減っている 

良い病院がない 

若い人が集まる場が少ない 
・若い人が集まるような場所がほしい 
・若者の居場所と感じられるところが少ない 
・若者の居心地が悪そう 

治安悪い 
・大和駅周辺の治安が悪い 
・住宅地では空き巣が多い 

人口密度が高すぎる 

坂が多い 
・坂が多いところなどはバスを増やしてほしい 

外国人のマナーが悪い 
・外人が多くなり、ルールが守られないことが多くなった 

歴史が少ない 
・大和市ならではの歴史を感じられない 

飲食店が多すぎる 
・飲食店が多い 

駅周辺が整備されていない 
・都市部が整理されていない 

広い公園が少ない 
・広い公園や遊ぶところが少ない 

買い物できるところが少ない 
・ショッピングできるところが少ない 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち 

健康の維持のために１人でも移動しやすく 
・いつまでも１人で移動できるように健康に日々気を配る 

病院受診のしやすさ 
・病院受診のしやすさ 

ま
ち
の
健
康 

安全と安心が感じられるまち 

地域で災害への備えを 
・有事の時の助け合いを（災害・病気の時も） 
・災害に備えて隣近所との交流を大切にする 

環境を守り育てるまち 

スポーツできる場所がほしい 
・スポーツができる大きな公園が欲しい 

快適な都市空間が整うまち 

駅前の整備を進めてほしい 
・大和駅前の整備 

買い物が便利なまちに 
・買い物に便利な町になってほしい、店舗に偏りがある 

歩道が充実してほしい 
・鶴間から市役所、市立病院へ車いすで行けるようにして欲しい 

段差解消など、歩道の歩きやすさお改善 
・小さな段差や道幅の狭さから、もう少し高齢者や身体障害者が住みやすい町に 

コミュニティ交通の充実 
・コミュニティバスの充実 

社
会
の
健
康 

豊かな心を育むまち 

地域の交流の機会を増やす 
・地域の中での人との交流ができる（個人情報の扱いに心配） 
・スポーツ大会などで人との関わりを増やす 
・地域の人との交流であるイベントがなにかあると良い 
・地域の人と人との繋がりを密にしてゆく 

市民の活力があふれるまち 

情報公開し、市の行政を開かれた場所に 
・市の行政や自治会の情報公開 
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７グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
交通の便が良い 
・都会が近くて、交通の便がよい（都心や横浜など） 

活気があり、きれいなまちである 
・駅前や学校など大和市は全体的に活気がある 
・市全体がきれい 

のんびりゆったり暮らしている 
・人がのんびりゆったり暮らしている 

コミュニティセンターがたくさんあり、講座やイベント、子どもと出かけられる場所が
豊富 
・コミュニティセンターなど様々な施設が充実している 
・コミュニティセンターがたくさんあり、子育てサークル等の行事が楽しい 
・コミュニティセンターやスポーツセンターなど、子どもと出かけられる場所が身近にある 

中学まで給食がある 

あたたかいあいさつがかけられるまちである 
・学校に通っている時にかけられるあたたかいあいさつ 

小規模の病院が近場にある 

新鮮・安い・おいしい野菜が食べられる 
・畑が多く、個人で野菜を売っているところが多い 
・安くておいしい 

自然が豊かである 
・自然が豊かでアクセスが良い 
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テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
人口増加に伴って車・自転車・歩行者が増えて危険 
・週末など、買い物で車が増えるため、生活道路に進入する車が増えている 
・	人口増により駅周辺の危険が高まっている 
路上駐車、車がスピードを出して走る、ながらスマホなど交通マナーが悪い 
・自転車走行帯が中途半端な上に、路上駐車が多く、意味がない 
・	車のスピードが速くて、近くを歩いていると怖くなる 
・車、自転車、歩行者ともに交通のマナーが悪い 
・「ながらスマホ」の人が増え危険だ 

コミュニティバスのルートが増えると良い 
・コミュニティバスルートを増やしてほしい 

ゴミ捨て場がカラスに荒らされている 

雨の日に子どもが思いっきり遊べる場所がほしい 
・雨の日に自由に遊べる場所が少ない 
・横浜のログハウスがうらやましい 

野球やスポーツ、凧揚げができる広い場所があるとよい 
・子どもが自由に野球をしたり、凧揚げをしたりする場所がない 
・スポーツができる広場や公園がほしい 

公園を私物化している人がいる 
・公園を私物化している老人がいる（子どもが遊んでいると怒りだす） 

教育費や給食費の援助が少ない 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

子どもが生き生きと育つまち 

子ども３人目から補助が増えるといい 
・子どもの多い家庭には医療、給食など補助制度を設けてほしい 

保育所・病院のネットワークがしっかりしているまち 
・保育所、病院などネットワークを利用して紹介してほしい 

公園に遊具がたくさんあるまち 
・公園が多いので遊具を増やす 
・子供向けの遊具を増やす 

給食費の無償化・食品ロスの活用など、貧困家庭を支援する制度があるとよい 
・貧困家庭に支援（賞味期限の近い廃棄処分になるような食品をうまく使うシステムをつくる） 

待機児童問題の改善 
・待機児童の改善を更に進めてほしい 

小中学校が充分にあるまち 
・小中学校を増やす（期間限定であっても増えると良い） 
・プール、運動場などの設備もしっかりさせ規模に差がないように 

病気の子どもを預かってくれる所があるまち 
・病気になった時に子どもを預かってくれる所が欲しい 
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ま
ち
の
健
康 

安全と安心が感じられるまち 

飛行機の騒音対策をして欲しい 
・飛行機の騒音の対策（学校は二重窓など） 

快適な都市空間が整うまち 

交通マナーが悪い 
・道路の利用者（歩行者、自転車、自動車）がわがまますぎる→試験／教育方法 

安全安心して通れる歩道のあるまち 
・ベビーカーを押して歩ける広くて安全な歩道をつくってほしい 
・自転車が通れる道があると良い 
・道路の整備を整えてほしい 

大和南高校周辺が暗い 
・街灯が欲しい 

交通渋滞が緩和されたまち 
・交通渋滞を緩和するような道路の整備 
・駅の周辺では自動車が渋滞するため流れを良くする道路整備（行き止まりが多い） 
・駅前（中央林間など）の車の出入りを規制してほしい 

駐輪場、駐車場を増やしてほしい 
・駐輪場が多くなってほしい 
・駐車場を増やす（住宅地になって悪サイクル） 

コミュニティバスの便／ルートが増えるといい 
 

社
会
の
健
康 

豊かな心を育むまち 

マナーやルールを守るなど、他人への思いやり、心遣いができるまち 
・交通マナー 
・他人への思いやりや心遣いが粗くなっている（教育） 
・外国人が混在する町になりつつあるので、礼儀、作法、言葉遣いが乱れないようにルールの周

知徹底 
・学校で礼儀作法を教えるべき 

市民の活力があふれるまち 
就職活動のために無料で使用できるパソコンがあるとよい 
・就職活動によるパソコンの無料使用ができること 

商店街を活発にする 
・つきみ野周辺の商店街も活発になるとよい 

年齢制限のないイベントが増えるとよい 
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8 グループ （太字はまとめ、細字は個別意見） 
テーマ１ 私のまちの好きなところ、自慢したいところを出し合おう！ 
公園が多い 
・公園のひとつひとつが大きい 
・泉の森や千本桜など、季節を感じられる自然豊かな場所がある 
・泉の森でバーベキューができること 

バスが細かく走っている 
・小回りバスが走っている 

自転車を楽しめる 
・自転車での移動が楽 

シリウスがある 
・シリウスが利用できること 
・勉強がしやすい 

大和駅のプロムナードが整備されている 

大和駅周辺が便利 
・大和駅周辺が便利になってきている 

地域の集まりがよくある 

人口が多い 
・市の面積に比べて人口が多い 

有名人がたくさんいる 
・ノーベル賞受賞者やサッカー選手など有名人が多くいる 

買い物しやすい 
・ショッピングモールが充実していて便利 
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テーマ２ 私のまちの気になるところ、なおしたいところを出し合おう！ 
飛行機がうるさい 
・飛行機の音がうるさい（※他４名） 
・飛行機がこわい 

住宅街の街灯が少ない 
・街灯が少なく、道が暗い 
・街灯が少なく、人がいるのが見えない 

大和駅周辺の治安が悪い 
・大和駅近くのベンチで寝ている人がいる 
・道路にパン屑が落ちている 
・大和駅の夜の治安の改善 
・治安が悪い 
・夜になると大和駅前で客引きが多く困る 

大和駅周辺の自転車置場の利用・設置を改善してほしい 
・駅前の自転車置場の設置を改善してほしい 
・自転車の放置が多い 

自転車マナーが悪く、道を整備してほしい 
・自転車のマナーが悪い 
・安全な自転車道の整備 
・境川沿いの道が危ない 

大和駅付近の車の通行がしにくい 
・駅前は一方通行が多く、歩行者のマナーも悪いので車の通行が大変 

バスの便が少ない 
・やまとん GO、 のろっとの増便を 

まちの知名度が低い 
・知名度が低い 
・「大和市って？」と聞かれることがある 
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テーマ３ 将来（10 年後）私たちのまちをどう良くしていきたいか出し合おう！ 

人
の
健
康 

一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち 

健康相談、健診が充実する 
・健康窓口の相談や講座をシリウスで行う 
・どの世代も気軽に健康診断を受けられる 
・仕事のため、健康診断を受けられない人をサポートする 

子どもが生き生きと育つまち 

子どもの医療が充実する 
・小児科が増えていればいいなと思う 

貧困家庭の支援がある 
・貧困家庭への支援（賞味期限の近い廃棄処分になるような食品をうまく使うシステムをつくる） 
・大人も子どもも、就職活動によるパソコンの無料使用ができること 

待機児童問題を改善する 
・待機児童の改善を更に進めてほしい 
 

ま
ち
の
健
康 

環境を守り育てるまち 

子どもが自由に遊べる公園や場所がある 
・遊具のある公園を増やす 
・サッカーができる公園を増やしてほしい 
・子どもが自由に集まって遊べる場所がほしい 
・学校の校庭の開放 
・今あるたくさんの自然を残しておく！ 
 

社
会
の
健
康 

豊かな心を育むまち 
・スポーツ大会を増やす 
・みんなが集まりやすい場所でスポーツ大会をする 

市民の活力があふれるまち 

お年寄りが子どもと関わりイキイキと活躍できる 
・60 歳以上の人と子どもの関わりがほしい 
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（４）午後の意見交換｜ワークショップ

●進め方

・大和市の10年後のミライを考えるためのキーワードと理想の姿をテーマに、具体的な

問題を洗い出し、将来に向けた解決イメージを出し合いました。

・5〜6人で１つのテーマについて意見交換をしました。

・整理した課題について、グループ内で投票を行い、重要度を確認しました。

・最後に、課題に対する解決策を短冊に書いてグループごとに発表し、最も大切だと思っ

たものについて投票を行いました。

　　グループ①②：10年後の「健康増進・妊娠・出産・子育て」

　　グループ③④：10年後の「防犯・防災・まちづくり」

　　グループ⑤⑥：10年後の「読書・文化・スポーツ」

　　グループ⑦⑧：10年後の「地域活動・地域経済・賑わい」
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市民討議会 の進め方

テーマ④
子育ての不安を解消するには

地域の中で子育て
ママが孤立している

困った時に
相談する相手が必要

退職したシニアが
活躍の場を求めている

地域の中で多世代
交流できる場がほしい

仕事と両立させて
子育てできるか不安

若い子育て世代は
地域の情報が入ってこない

多世代交流の
コミュニティサロン
をつくっては？
→シニアが活躍

ネットの情報を
より充実させたい

お得な情報も
ほしい

地域の高齢者に
いつでも相談できる

商店街が主体となって
買い物中のママの
相談相手になれな
いか？

シニアの
コミュニティ
ビジネスに
つなげる

シニアに
子どもを
預ける

午後の進め方（13:20～16:15）
5～6 人のグループでそれぞれ１つのテーマにつ
いて意見交換します

１）８つのテーブルに分かれて座ります
　名札にお示ししたグループにご着席ください。

２）午前中の議論を振り返ろう
　進行役から午前中の議論をまとめて共有します。

３）30秒自己紹介
　プロフィールシート、テーマについて紹介します。

４）テーマの確認
テーマに関する補足や、午前中の議論の中で出たテーマ
に関する意見を振り返ります。

5）テーマに関する課題を整理しよう
テーマに関して問題だと思うことを１人３～４枚
付箋に書き出し、グループの中で同じような意見が
あれば集約するなど、課題の整理をします。

6）重要な課題から解決アイデアを出しあおう
整理された課題はシール投票で重要度を確認し、重
要度の高いものから、将来に向けた解決イメージを
出し合いましょう。

７）アイデアをまとめて発表しよう
解決アイデアの中でシートにとりまとめ、発表者を
決めて全体でアイデアを共有します。

８）会場全体で出てきたアイデアをシール投票
他のグループのアイデアを含めて、大切だと思うア
イデアにシール投票をします。

９）まとめ
本日の議論の成果を確認します

午 後

後
半
議
論
の
模
造
紙
の
イ
メ
ー
ジ

付箋の書き方のポイント
・１枚に１つのことを書く
・配布しているサインペンを使って書く
・できるだけ大きな文字で書く
・単語ではなく、何をどうしたいかが
　わかるように書く

会場レイアウト

後半議論のまとめシート

テーマ①：10年後の「健康増進、妊娠、出産、子育て」

テーマ②：10年後の「防犯、防災、まちづくり」

テーマ③：10年後の「読書、文化、スポーツ」

テーマ④：10年後の「地域活動、地域経済、賑わい」

退職後のシニアが、地域の NPO と連携
しながら子育ての相談に乗れる場をビジネスとして
運営する。行政はノウハウのサポート

テーマ④

テーマ④

地元商店街と子育て系の団体が連携し、「子育てママ
の相談に乗れる商店街」として確立し、買い物中に
気軽に声かけや悩み相談ができる体制をつくる

テーマ④

企業と行政と子育て NPO 等の協働で、
子育て世代に地域情報を届けるインターネットの
サービスを充実させる

話し合いのテーマ

地域の子育てをする親を地元のシニアが気軽に見守る
ことのできる多世代コミュニティサロンを行政や社協、
子育て NPO が連携してつくる

テーマ④

1G

2G

3G

4G

5G

6G

7G

8G

●流れとまとめ
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グ
ル
ー
プ
番
号

４つのテーマに分かれて、各グループで話し合っていた
だきました。その後、最も共感できるアイディアについ
て参加者全員で投票を行いました。

午後のグループワークのまとめ 表の見方

課題 解決アイディア
※太枠はグループごとに最も
　投票数が多かったアイディアです。

１
グ
ル
ー
プ

３
グ
ル
ー
プ

４
グ
ル
ー
プ

２
グ
ル
ー
プ

テーマ①　10年後の健康増進・妊娠・出産・子育て

テーマ②　10年後の防犯・防災・まちづくり

不妊治療へのサ

ポートが少ない

不妊治療の実態をデータで示し、
FB・ツイッターなども活用し、学生・
全世帯に発信して世論を高めよう

若年層の収入が
低い

妊婦さんへのサポートを
充実させることが大切

子育て前の教育・サポー
トのしかけとして、義
務教育で、子育て・家
事練習を必修化しよう子育て教育の充実が必要

妊婦さんに優しい
スペース

「シリウス」などで子育て世代の
方々がおしゃべりできる場をつく
り、気軽に困っていることを話し
たりできるようにしよう

お年寄りが活躍で
きる場所が必要

「世代が違う」人たち
と交流できる場所と機
会をもっと増やしたい

治安の悪さ・
不安を改善
したい

参加しやすい
訓練方法を考
える

既存の魅力ある自然や歴史
と食を組み合わせて、外国
人、コアなファン、高齢者
＋若者などの来街者が来た
くなるPRをしよう 防災意識が薄い

避難場所がわか
らない

地域のつながりづくり＋防災・
防犯意識づくりのため『大和防
災・防犯ツアー』を開催しよう

いろんな世代が
参加できる行事
イベントがない

地域のつながりをつくるために
世代をこえて楽しめる大和市全
体のイベントをつくろう
（やまと歴史カルタをつくり全市で
大会、まちじゅうガレージセール、
駅ごとに巡回定期フリマなど）

地域のつながり
を増やしたい

地域のつながりをつくるために、健康ポイントを全ての世代
が使えるようにし、地域の防災・防犯活動への参加やイベン
ト参加を楽しく、行ってみたくなるようなものにしよう

防災放送が聞き
取りにくい

子どもの防犯情
報がうまく共有
されていない

子どもの防犯のために、「防犯放
送」を子どもの情報も含めたもの
にして、幼稚園・保育園世代～高
齢世代までに役立つようにしよう

子育て層への経
済的サポートが
薄い、限定的

若年層の収入が上がるように、①
若いうちに結婚したら支援金を出
す、②空き家を整備して提供、③職
業資格をとる支援を充実させよう

出会いの

場がない

イベントなどを市が企画し、市から個
別に案内を送ることで、パートナーや
友達を見つける機会づくりをしよう

児童館の充実

定年後の生きがいづ
くりが必要

子育て世代が
働きやすいよ
うなサポート
が必要

子育てに関する「生」の情報をや
りとりできるシステムをつくり、
子育て中の方が現在困っているこ
とに対して、先輩のママの経験談
を情報として提供できるようにし
よう

児童館について、お年寄
りが遊びを教えたり、定
年後の方が活躍できる場
所にしていこう

高校生が企画する「や
まと市学園祭」をやろ
う

人が集まる、まちを
歩く、まちづくりの
しかけを工夫したい

観光・歴史・まちの
魅力づくりが必要

市や警察と協力して進めることが大
切だが、市民同士のコミュニティを
高めることで治安改善につなげよう

地域・学校・企業が、この日は全
員参加で「防災訓練をやる日！」
と決めてまずは1回やろう

学校、民間企業も帰宅困
難者の受け入れで協力し
よう

災害後にどこに何が
あるかがすぐにわか
る工夫が必要

防災力格差をいかに
なくすかが大切
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８
グ
ル
ー
プ

６
グ
ル
ー
プ

７
グ
ル
ー
プ

自然豊かな環境で優れたス
ポーツ選手（障がい者・健常
者を問わず）、アーティストが
育つ環境をつくろう

テーマ④　10年後の地域活動・地域経済・賑わい

移動手段の支援が
必要

コミュニティ交通に
関する情報発信強化

コミュニティ交通を充実さ
せるために、臨時運転、自
動運転、病院のバスとの相
乗りなどの社会実験を実施
しよう

特色のあ
るまちに
したい

交通の便を活かして、人が集まるイベ
ントを企画しよう
・米軍基地でのイベント
・学校と市のコラボイベント
・雑木林を活用したイベント

多世代交
流の推進
が必要

身近に集ま
れる健康づ
くりの場が
ほしい

公民館（コミセン）で多世代交流を活
性化させよう
・学生が参加して高齢者とコミュニ
ケーション

・「できること」メッセージボード
・ネット技術を使ったコミュ二ケー
ションの活性化

シニア人材の登用のために、
シルバー人材センターを発展
させて市のマッチング機能を
強化したり、有償ボランティ
ア仕組みづくりを進めよう

世代を超えた交
流の機会づくり
が必要

小さいエリアで
の関わりしかな
い

まちや施設のよ
いところを活か
したい

老若男女が楽し
める交流施設が
駅周辺にあると
よい

駅前の賑わいも含め、誰でも集
える集合場所（コミセン）をつ
くり駅前への交通手段を確保し
よう

異文化交流として日本語の勉強会
とワークショップ「歌」「踊り」
を積極的に実施しよう

基地の理解や外国人の理解を深め
るため、教育の一環として学校で、
文化を知り合うことができる交流
の機会をつくろう

SNS を活用して子育てや就職な
ど「経験者」と「未経験者」との
世代を越えた交流ができる機会を
つくろう

近 年 有 名 な ス
ポーツ選手を輩
出できていない

年齢を問わず楽しめる
新しいイベントを大和
市の伝統にしていこう

商店街で阿波踊りや催し
物が行われているが、規
模や賑わいに物足りなさ
を感じる

様々な施設を外国人が使
いやすいよう、通訳ボラ
ンティアや英語表記を増
やそう

施設名がローマ字表記に
なっていて、外国人が読ん
でも伝わらない表記になっ
ている

地域活動部を中・高に
つくり、地域に興味の
ある生徒を地域活動に
巻き込もう

生徒会にしか地域活動の話
が回ってこないので、地域
に関わる生徒が生徒会の委
員のみになっている

５
グ
ル
ー
プ

テーマ③　10年後の読書・文化・スポーツ

泉の森をぜ
ひ有効活用
したい

みんな泉の森 LOVE！10 年後も
もっと魅力的に付加価値をつけよう
（民家園の古民家を活用した地元のおいしい食べ
物 が 安 い レ ス ト ラ ン、体 験 プ ロ グ ラ ム、
instagramで発信できる「ここでしか体験できな
いもの、風景」づくり）

10 年後も骨董市と
阿波踊りを続けよう

10 年後も骨董市や阿波踊りを
続けるために、市内の幼稚園に
参加要請し、お菓子ももらえる
といった工夫で子どものうちか
ら参加を促そう

若者も積極的にイベ
ントに参加しよう

ウォーキングのモチ
ベーションをあげる工
夫が必要

日 常 的 な 健 康 づ く り
（ウォーキング等）のモチ
ベーション UP のために、
成果の見える化、ポイント
制でメリットがあるアプリ
などの開発をしよう

シリウスや駅にウォーキ
ングポイントのスポット
を導入すべき

高齢世代の就労やボ
ランティアの機会の
多様化

労働人口が少なくな
ることが心配

家にいたままででき
る地域活動の創出
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●詳細結果

ワークショップ（午後）まとめ 
（◉：グループワークの中で各参加者が最も大切にしたいこととしてシール投票したもの、○：グループワークの中で各参加者が大

切にしたいこととしてシール投票したもの） 

 

■グループ１ １０年後の「健康増進・妊娠・出産・子育て」 

●議論の流れ 

・健康増進については、単身世帯の健康や介護の
不安から、健康維持のための手軽なスポーツを
楽しめる場の創出が求められた。 

・話し合いの多くは妊娠・出産・子育ての話題に
集中し、若い世代の出会いの場の創出として、
市が企画したコミュニケーション重視のイベ
ントの案内をダイレクトメールで関係属性の
方に送付するなど、気軽に参加できる、特別感
を味わえるといった工夫が求められた。 

・次に、収入が少ないなどの経済的な理由で結婚、
子育てに踏み切れない若い世代を応援するた
めに、若いうちに結婚することのメリットとし
て支援金によるサポートや、市内の空き家を改
修して低家賃で貸し出す住まいのサポート、就
労支援のために資格取得補助といった工夫と
アイディアが話し合われた。 

・また、実際に結婚したとしても、不妊や子育て
に踏み出せない事情がある人へのサポートの
充実も求められ、不妊治療の実態をしっかりと

調査して得られたデータをもとに、市が「本気」
で解決に取り組むような姿勢が求められたほ
か、ムーブメントを起こすことで世論を味方に
つける工夫として、不妊治療の実態を情報発信
することも大切というアイディアが出された。 

・さらに、子どものうちから子育ての知識を醸成
するために、義務教育の中で、家庭科の授業と
して子育て体験や男性の家事への参加といっ
た取り組みを推奨するというアイディアも出
された。 

・最後に、具体の解決アイディアまで話し合われ
なかったが、重要な課題として子育てしながら
働くお母さんを応援するためにしの既存の制
度（ファミリーサポート）の使いやすさの向上
や保育園増設、保育時間の延長といった課題も
話し合われたほか、子どもが安全に遊べる場所
の少なさも指摘され、公園で遊具やボール遊び
ができないなどの禁止事項の多さの改善が求
められた。 

	

	

id 課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

1 

妊婦さんへのサポートを充実させることが大切
（◉6 人） 
・妊娠している人のための施設を増やす。 

・子どもを安心して生めるようにする。 

子育て前の教育・サポートのしかけとして、義務教
育で、子育て・家事練習を必修化しよう 
（シール投票数 17 票） 

・家庭科の授業で妊婦さん講習、おむつがえ講習を実施。 

・家庭科の授業で男性の家事負担（男だけで）の体験を実施。 
子育て教育の充実が必要 
・義務教育で（マナーなど） 
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・子育て教育の充実 

2 

出会いの場がない（●2 人） 
・お見合いなどの出会いがあるようにする。 

出会いの場を増やすために、イベントなどを市が企
画し、大和市から個別に案内を送ることで、パート
ナーや友達を見つける機会づくりをしよう 
（シール投票数 5 票） 
 
出会いの場を増やすための工夫 
・習い事をする。 

・健康づくり（×抽選、気軽に記名のみ）を目的にした出会いの
場の創出。イベントやコミュニケーションの場をつくる。 

・大和スポーツセンターで、スポーツジム（非会費制にして）、
大和市によるシリウス内でのヨガ講習を実施する。 

・敷居が低く、気軽な申込み法（インターネット・FB）、市がよ
びかけるなどの工夫をしよう。 

・市民討議会のように市から個別に（その人に合ったご案内を）
送ると良い。 

→「当たりました！」市からの封筒（ヨガ・ストレッチ） 

→独身の男女向け情報発信（ex.成人式の案内と同送） 

3 

不妊治療へのサポートが少ない 
・10 割負担となっているものを健康保険適用へ変更。 

→市の助成金による補助をスタート。 

→年齢制限や定員など、条件が厳しい。 

・不妊治療サポート。健康保険適用を！  

出産・妊娠をサポートするために、不妊治療の実態
をデータを持って示し、FB・ツイッターなども活
用し、学生・全世帯に世論を高めていこう（シール
投票数 2 票） 
 
出産・妊娠を当たり前とせず、もっとサポートする
体制をつくろう 
・10 割負担でお金や時間がなくても負担がかからないようにサ

ポートする。 

・普通のことにしていくポスターやデータを用いた PR を充実さ
せ、世論を高める。 

・市が本気を出す。 

・まず新聞、TV、ラジオ、ポスター、FB、ツイッターを活用す
る。 
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4 

若年層の収入が低い（●2 人） 
・若年層の給与増加。 

子育て層への経済的サポートがうすい、限定的 
・所得制限がある。 

・子どもが 1 人、２人、３人でも選べるメニューが限られて
いる。 

・どんな家庭も子育てできる環境へ変えていきたい。 

・子育てのための支援・助成金をさらに上乗せして欲しい。 

・収入の高さ低さに関わらず子育てできるようなまちにする。
（結婚式も） 

・所得制限のあり方を考え直してほしい。 

若い人に結婚サポート 
・若い時に結婚する人のサポート（子どもを生む人）。 

若年層の収入が上がるように、①若いうちに結婚し
たら支援金を出す、②空き家を整備して提供、③職
業資格をとる支援を充実させよう 
（シール投票数 8 票） 
 
若年層が結婚できるようにする工夫 
・若いうちに結婚したら支援金（又は免除）を出す。 

・空き家を整備して（無償）提供する。 

・収入を up するために最低賃金をちょっと上げる。 

・職業資格を支援する。 

 

5 
シニア世代との交流が少ない（●1 人） 
・シニア世代との交流がもっとほしい。 

 

6 

子どもが遊べる場所が少ない 
・遊具・ボールが使えない。 

・身近な小さい公園が少ない。 

・声が出せない。 

・もっと子どもが豊かに遊べる場所をつくる。 

・ボール遊びができる公園をつくる。 

・子どもが音を気にしないで遊べる公園をつくる。 

 

7 

ワーキングマザーのサポートが必要（●2 人） 
・“ファミリーサポート“もっと使いやすく。 

・利用までの順番待ちが長く、保育時間が短い。 

・核家族のワーキングマザーはサポートがほしい。 

・本当に待機児童はゼロなのか？ 

・保育園の時間をもう少し長く。（ベッドタウンだからこそ） 

 

8 

歩道が歩きにくい 
・高齢者・障害者が歩きやすいよう道路の段差をなくす。 

・坂をゆるやかにする。 

 

9 

単身世帯の健康・介護が不安（●5 人） 
・手軽にスポーツができない。 

・大和スポーツセンターのように運動できる場所が欲しい。 

・健康年齢の表彰制度を設ける。（70 歳、80 歳など） 
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●作業シート
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■グループ 2 １０年後の「健康増進・妊娠・出産・子育て」 

●議論の流れ 

・	『健康増進』については、「お金を使わずに運
動ができる施設が必要」という課題が挙げられ
た。小学校の体育館は団体単位で使用の申請を
する必要があり利用のハードルが高いため、個
人で気軽に使えるようにすることで活用の幅
が広がるのではないかという意見が出された。 

・	解決アイディアとして、「小学校の体育館とグ
ラウンドを、地域のいろいろな世代が集まって
自由に体を動かしたり、遊べる場所にする。そ
のために、利用時間や手続きの方法をもっと市
民が使いやすく改善し、個人でもフラッと行っ
て体を動かせるようにする」というアイディア
が出された。 

・	『健康増進』の「お年寄りが活躍できる場所
が必要」「定年後の生きがいづくり」と『子育
て』の「児童館の充実」の課題を合わせて、「児
童館を、お年寄りが遊びを教えたり、定年後の

方が活躍できる場所にしていく」という解決ア
イディアが出された。 

・	『妊娠・出産・子育て』では、「10 年後の子
育て世代が働きやすいようなサポートが必要」
という課題について意見を交換した。「実際に
子育てした人にしか分からないことや、提供で
きる情報があるのではないか」という意見が出
され、「子育て中の方が困っていることに対し
て、先輩のママの経験談を情報として提供でき
るようにする」というアイディアが出された。 

・	SNS 等を通じた情報のやり取りだけではな
く、実際に顔を合わせる場所やリラックスして
楽しめる機会も必要だという意見が出され、
「シリウスなどで、子育て世代の方々がおしゃ
べりできる場をつくり、気軽に困っていること
を話したりできると良い」という解決アイディ
アが出された。

 
id 課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

１ 

お年寄りが活躍できる場所が必要（◉2 人、●1
人） 
・元気な高齢者が活躍できる場所。 

小学校の体育館とグラウンドを地域の多様な世代
が集まって自由に体を動かしたり遊べる場所にす
るために、利用時間や手続きの方法をもっと市民が
使いやすく改善する（シール投票数１票） 
・個人でもフラット体を動かせるように。 

 
児童館を、お年寄りが遊びを教えたり、定年後の方
が活躍できる場所にしていこう 
（シール投票数 3 票） 
 

定年後の生きがいづくり 
・定年後の生きがいが見つかると、健康増進につながると思

う。 
児童館の充実（●1 人） 
・他の施設と併設の児童館が多いため、充実が望まれる。 

２ 

妊婦さんに優しいスペース 
・妊娠されている方にも優しい施設がほしい！ 

 →休憩スペースなど。 

「シリウス」などで子育て世代の方々がおしゃべり
できる場をつくり、気軽に困っていることを話した
りできるようにしよう 
（シール投票数 1 票） 
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３ 

子育て世代が働きやすいようなサポートが必要
（●1 人、◉1 人） 

・子育て世代の仕事のしかた。 

・駅近（通勤途中）にある保育園。 

 

子育てに関する「生」の情報をやりとりできるシス
テムをつくり、子育て中の方が現在困っていること
に対して、先輩のママの経験談を情報として提供で
きるようにしよう（運営・管理は「市」、情報提供
は市民）（シール投票数 6 票） 
 

４ 

健診を受けやすく 
・働き盛りの人は健康診断を受ける時間がないので、夜間診

察など出来るようなシステムがほしい。 

 

病院が充実していない（●1 人） 
・24 時間救急対応ができる病院。 

産婦人科少ない 
・産婦人科が少ないと思う！ 

医療の相談窓口（●1 人） 
 

５ 

お年寄りの 1 人暮らし（●1 人） 
・老人の 1 人暮らし。 

 

６ 

将来的に介護が必要な方が減ると良い 
・親の介護。 

 

７ 

結婚する人を増やす取り組み（◉1 人） 
・妊娠にはまず結婚なので、結婚する人を増やすために、会

合を取りもつ事を市が開催する。 

 

８ 

子育て世代のお金の支援が必要 
・子どもの子育てにはお金がかかるので、負担を少なくする

ための政策が必要。 

 

９ 

子どもよりスマホを操作している母親が気にな
る（●1 人） 
・子どもよりスマホのチェックを優先しているお母さんが気

になる。 
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●作業シート
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■グループ３ １０年後の「防犯・防災・まちづくり」 

●議論の流れ 

・	防災については、災害発生時に避難ルートや
避難する場所の情報を迅速かつ的確に伝える
しくみづくりへのニーズが非常に多かった。ま
た、交通結節点である大和市の役割として、市
外住民の帰宅困難者対策の重要性が指摘され
た。 

・	また、防災活動への参加協力をしたいという
市民は潜在的に多いが、仕事や学校等の都合で
止むを得ず参加できない市民がほとんどであ
るという現状認識から、市民個人の努力だけに
頼らず、地域・学校・企業が、この日は全員参
加で「防災訓練をやる日！」といったように、
参加促進を一気に進める思い切った取組の必
要性が指摘された。 

・	防犯については、大和駅周辺の治安の悪さが
参加者全員の共通認識であった。防犯性の向上
は、市民だけでは限界があり、警察や行政と連
携した取組が必要であるが、例えば市民パトロ
ールなど、市民でできることをやることで、市
民同士のコミュニティづくりにもつながり、そ

の積み重ねによって防犯環境が向上するので
はないかという考え方が示された。 

・	まちづくりについては、市には観光、歴史、
自然などの魅力資源が多くあるにも関わらず、
活用・PR が全く進んでいないという指摘があ
った。そのためには、単に魅力資源を PR する
のではなく、人が来たくなる「食」と組み合わ
せた情報発信が効果的であるというアイディ
アが出された。 

・	防災、防犯、まちづくりに共通する大切なこ
ととして、世代間交流の促進があげられた。顔
の見える関係の話を広げていくことで様々な
取組が行いやすくなる。そこで、世代が違う人
でも、だれもが関わりたくなる機会づくりとし
て、子どもたちによる取組を、みんなで応援す
る、という視点が出された。 

・	具体的には、大人ではなく、高校生が企画す
る「やまと市学園祭」を実施し、それをみんな
で応援するというアイディアが出された。 

	

id 課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

1 

災害後にどこに何があるかがすぐにわかる工夫
があるとよい。（どこに逃げる？どこに行くと
安全？）（◉4 人） 
・目で確認できる防災施設がわからない（3.11 でわからなか

ったから）。 

学校、民間企業も帰宅困難者の受け入れで協力しよ
う（シール投票数 3 票） 
・大和市は交通結節点であり、市民だけでなく外の人も災害時は

大変になることに留意する。 

・ここに行ってね！というサインや情報発信を充実するなど、指
示を明確に出す。 
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災害時の避難の場所がはっきり伝わってない。
防災力格差をいかになくすか。（安全な避難路
は？） 
・サインが小さい。 

・自治会に関わっているかで伝わり方が違う。 

・電線類の地中化。 

・防災特に心配なしですが、地震の際の避難場所？火災の際
の道路？ 

・水害心配なし（高台？）、10 年計画にて電柱の地中化！ 

・各施設計画において帰宅困難者対策を考慮。 

・私立学校・民間企業との連携受け入れを！ 

・災害情報→外から来た人にもわかる IT 活用… 

・大和駅、帰宅困難者対策！ 

・鉄道に頼っている→難民がやる。 

・マンションの人にどう周知？（６件駅前） 

 

2 

参加しやすい訓練方法を考える 
・防災訓練をやっていても参加ができない。 

・学校・企業を巻き込んでやる。 

→1 日でも 1 回でもやれば！ 

地域・学校・企業が、この日は全員参加で「防災訓
練をやる日！」を決めてまずは 1 回やろう 
（シール投票数 2 票） 
・せっかく地域で防災訓練などをやっているけど、仕事や学校で

出たくても出られない人が多いので、その人が参加できるよう
にする。 

・まずはとにかく 1 回やれば、いろいろと進む。 

3 

人が集まる、まちを歩く、まちづくりのしかけ
を工夫したい（◉1 人、●4 人） 
・外を歩く人が少なくなっている。（観光も含めて人に外に

出てもらう） 

・市の魅力が不明？アピール不足？ 

・まるでシリウス駅。 

既存の魅力ある自然や歴史と食を組み合わせて、外
国人、コアなファン、高齢者＋若者などの来街者が
来たくなる PR をしよう 
（シール投票数 6 票） 
・（千本桜・泉の森・境川）＋食（高座豚）。 

・大和市は PR がへた。もっと PR できるはず！ 

・千本桜を PR。 

・高座渋谷に新幹線。 

・泉の森→横浜の水泥池（外国人・コアなファン・高齢者）。 

・境川→かわせみ、蛍もよべる、かやぶき民家、あやめのかきつ
ばた。 

→大山街道、鎌倉街道。 

観光・歴史・まちの魅力づくり 
・食の充実、PR がへた。 

 

4 

「世代が違う」人たちと交流できる場所と機会
をもっと増やしたい！（高校生は未来を担う） 
・色々な人たちとの交流の場所。 

・高校生が企画する。 

・やまと市学園祭。 

高校生が企画する「やまと市学園祭」をやろう 
（シール投票数 11 票） 
・世代が違う人が交流する機会が少ない。 

・大人たちがやるといろいろ難しい…忖度で。 

 

普段からの地域交流をどうつくるか？ 
・地域との交流がなく、災害の時に協力できるのか。 
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5 

治安の悪さ・不安を少しでも改善したい！（●5
人） 
・客引き。 

・大和駅周辺が安全に歩ける環境がない。 

・夜 10 時以降の駅前の客引き（大和駅）。 

・大和駅周辺の道や自転車。 

治安の改善は市や警察と協力して進めることが大
切だが、こういう取組みで市民同士のコミュニティ
を高めることで治安改善につなげよう 
（シール投票数 2 票） 
 

6 

防災スピーカーが聞き取りやすいのが重要 
・どこでも聞こえない。 

・聞き取りにくい。 

・ご老人の行方不明。 

・風向きで左右される。 

・駅前は聞こえない。 

・防災スピーカーがわかりにくい。 

 

7 

安全・安心に帰れるルートづくりを進めたい 
・夜間の明るさや安全なルートづくり。 

・街灯が少なく道が狭い。 

・道が暗いところがある。（住宅地） 

 

8 

公園を子どもが楽しめるようにしたい（遊具が
ない）（●2 人） 
・遊具もいろいろ、身近な公園にあると！ 

・健康遊具は多い！ 

・四季の花。 

・公園の遊具があまりない。 

 

9 

今のうちから空き家をまちで活かす取組みを進
める（増えすぎると防犯・防災）（◉1 人） 
・空き家が多くなっている。人口減でますます空き家が増え

る。 

 

10 

市民の足としてのコミュニティバスがもっと充
実してほしい！（交通弱者・高齢者の足として） 
・1 時間 1 本。 

・行きと帰りがルート違う。 

・タクシーチケットの活用。 

・もっと知ってもらう。 

・自動運転ができたら地域密着で小さな範囲で！ 

・コミュニティバスの本数が少ない。 
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■グループ４ １０年後の「防犯・防災・まちづくり」 

●議論の流れ 

・	交通の問題として、「交通渋滞の緩和」のた
めの車線拡幅や工事等で発生する混雑を予測
した安全対策が必要という意見が出された。
「コミュニティバスの利便性向上」のためには、
もっとコースを細かく設定したり便を増やす
という意見が出された。また「歩行者の安全」
のために、サイクリングロードを利用する人に
ルールを徹底したり、通学路にガードレールを
設置してほしいという意見が出された。 

・	防犯の問題では、学齢前の子どもの親が子ど
もの「防犯情報」を得にくいことから、現在行
われている防災放送を聞きやすくし、情報共有
に活用するアイディアが出された。また「住宅
街の LED 街路灯が暗い」ので明るくしてほし
いという意見が出された。 

・	防災の問題では、市民の防災意識が低いため
いざというときに避難場所が分らないことや、
要支援者を助けられないことが考えられると
いう課題が出された。防災防犯に共通する問題
として、日ごろから地域のつながりが薄いこと、
大和市には多世代が参加できる行事やイベン

トが少なく、地域でつながる機会が少ないこと
が挙げられた。 

・	これらの課題を解決するために、地域のつな
がりづくりの取組として、たとえ町内会に入っ
ていなくても、地域の参加につながる「情報を
きちんと伝える仕組みが必要」であり他市や市
内の活動が活発な地域の取組を参考に「世代を
超えて市民が楽しめるイベント」を育てていく
ことが大切だという意見が多く出された。 

・	具体的なアイディアとして、地域を知り災害
や犯罪に備える防災防犯まちツアー、まちの歴
史を知り多世代が交流できる歴史カルタの製
作・活用、多くの駅を生かしてまちを知りつな
がりをつくる定期フリーマーケットの巡回開
催などのアイディアが出された。また参加の後
押しとして、現在の「健康ポイント」を利用で
きる世代やテーマを広げ、まちづくり活動の参
加にも活用できるようにするアイディアが出
された。 

 

 
id 課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

1 

子どもの防犯情報がうまく共有されていない
（◉1 人、●4 人） 
・不審者対策（子どもの治安が悪い） 

・子どもの防犯教育が必要。 

・保育園・幼稚園の保護者にも子どもの防犯情報を伝える。 

 

子どもの防犯のために、「防災放送」を子どもの情
報も含めたものにして、幼稚園・保育園世代～高齢
世代までに役立つようにしよう 
（シール投票数４票） 
・防災放送を子どもの防犯情報周知にも活用。 

・朝登校時に、地域の方たちに見守り活動をしてもらう。 

●作業シート
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■グループ４ １０年後の「防犯・防災・まちづくり」 

●議論の流れ 

・	交通の問題として、「交通渋滞の緩和」のた
めの車線拡幅や工事等で発生する混雑を予測
した安全対策が必要という意見が出された。
「コミュニティバスの利便性向上」のためには、
もっとコースを細かく設定したり便を増やす
という意見が出された。また「歩行者の安全」
のために、サイクリングロードを利用する人に
ルールを徹底したり、通学路にガードレールを
設置してほしいという意見が出された。 

・	防犯の問題では、学齢前の子どもの親が子ど
もの「防犯情報」を得にくいことから、現在行
われている防災放送を聞きやすくし、情報共有
に活用するアイディアが出された。また「住宅
街の LED 街路灯が暗い」ので明るくしてほし
いという意見が出された。 

・	防災の問題では、市民の防災意識が低いため
いざというときに避難場所が分らないことや、
要支援者を助けられないことが考えられると
いう課題が出された。防災防犯に共通する問題
として、日ごろから地域のつながりが薄いこと、
大和市には多世代が参加できる行事やイベン

トが少なく、地域でつながる機会が少ないこと
が挙げられた。 

・	これらの課題を解決するために、地域のつな
がりづくりの取組として、たとえ町内会に入っ
ていなくても、地域の参加につながる「情報を
きちんと伝える仕組みが必要」であり他市や市
内の活動が活発な地域の取組を参考に「世代を
超えて市民が楽しめるイベント」を育てていく
ことが大切だという意見が多く出された。 

・	具体的なアイディアとして、地域を知り災害
や犯罪に備える防災防犯まちツアー、まちの歴
史を知り多世代が交流できる歴史カルタの製
作・活用、多くの駅を生かしてまちを知りつな
がりをつくる定期フリーマーケットの巡回開
催などのアイディアが出された。また参加の後
押しとして、現在の「健康ポイント」を利用で
きる世代やテーマを広げ、まちづくり活動の参
加にも活用できるようにするアイディアが出
された。 

 

 
id 課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

1 

子どもの防犯情報がうまく共有されていない
（◉1 人、●4 人） 
・不審者対策（子どもの治安が悪い） 

・子どもの防犯教育が必要。 

・保育園・幼稚園の保護者にも子どもの防犯情報を伝える。 

 

子どもの防犯のために、「防災放送」を子どもの情
報も含めたものにして、幼稚園・保育園世代～高齢
世代までに役立つようにしよう 
（シール投票数４票） 
・防災放送を子どもの防犯情報周知にも活用。 

・朝登校時に、地域の方たちに見守り活動をしてもらう。 
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防災放送が聞き取りにくい 
・聞き取りづらいし、話し方も悪い。 

・市の防犯に対する広報が少ない。 

・防災放送機器の整備（特に音響関係）。 

・子ども 110 番の家を増やす。（お互いの顔がわかるようにす
る） 

・地域に知り合いの大人が増えると安全になる。 

・健康ポイントの年齢制限を外して、若い世代もパトロールしや
すくできないか？（防犯） 

2 

地域の日頃からのつながりが薄い（◉4 人） 
・日常生活から近隣の家族構成を知っておく。 

・近所連携の作り方、同じくらいの年齢層で集まる機会が必
要。 

・地域の住人のつながりを増やす。 

地域の日頃のつながりをつくるために、今ある行
事・これからできることの情報を、きちんと伝え
る・届けるしくみをつくろう 
・「ゆんたく」公園に好きなものを持って集まる（沖縄の例）。 

・大つなひき（沖縄の例）。 

・町田のお祭りでは、地域の団体がお店を出している。 

・お祭りや踊りをつながりの機会に活用できないか。 

・大和市の中で活発な地域を参考にする。 

参加につながる情報をきちんと伝える・届ける
しくみが必要 
・地域にあるお祭りにもっといろいろな人が参加できるよう

にしたい。情報がみんなに伝わるようにしてほしい。 

・地域行事や安全情報など、みんなに行き渡る技術があると
いい。 

・自治会に入っていないと回覧が来ない。 

・情報が行き届きにくい（まちが長いから？）。 

3 

 地域のつながりをつくるために、健康ポイントを全
ての世代が使えるようにし、地域の防災・防犯活動
への参加やイベント参加が楽しく、行ってみたくな
るようにする。（シール投票数 1 票） 
健康ポイントをまちの活動参加に活用する 
・年代に関係なくみんなが使える！ 

・健康ポイントのようにイベントに参加したらポイントが貯まる
システムを作ってみたら？ 

・イベントを行うことで（参加することで）、ポイントが付与さ
れたりするシステムを作り、参加しやすい・参加したくなる工
夫をする。 

4 

いろんな世代が参加できる行事イベントがない 
・もっとホールなんかを使い、娯楽の公演を増やす。老若両

方が楽しめるもの。 

地域のつながりを増やしたい 
・大和市にしかないイベント（行事）を見つける。今一度、

歴史的なものを掘り出してもらいたい。 

地域のつながりをつくるために世代をこえて楽し
める大和市全体のイベントをつくろう 
・やまと歴史カルタを作り、全市で大会 
・まちじゅうガレージセール、駅ごとに巡回定期フ

リマ 
（シール投票数 7 票） 
・スポーツ大会でつながりできるのでは。 

・マラソンもいろいろな世代で工夫できる。 

やまと歴史カルタ→いろんな世代が楽しめる！ 
・「祭り」（あらゆるジャンル）、顔が見えるイベント企画。 

・「歴史カルタ」や「将棋」。 

まち全体で定期フリーマーケット 
・海外のガレージセールのようなものを行いやすくしたり、駅ご

とにフリーマーケットを定期的に行う。 

世代を超えて楽しめるイベントをつくる 
・座間の大だこやひまわり祭りのような、世代関係なく集まれる

イベントを阿波踊り以外にも作る。 

・シリウスのイベントのゲストや内容がシブイ→若く！ 

・有名人などを呼ぶ。→楽器体験などにつなげる。 

5 

防災意識が薄い（◉1 人） 
・防災、天災（地震・津波）意識が薄い。 

 

地域のつながりづくり＋防災・防犯意識づくりのた
め『大和防災・防犯ツアー』を開催 
（まちを知る。まちの防災拠点や心配ポイントを把
握できる）（シール投票数 6 票） 
・防災や防犯のツアーをやる。 

・広報を徹底。 

・学生・生徒と地域の連携。 

・地震が起きた時の対策（避難場所の把握等）。 

・地域でいざという時の避難場所を確認し合う。 

避難場所がわからない（●2 人） 
 

6 

交通量の変化に合わせ、先まわりで安全対策が
必要（●1 人） 
・つきみ野イオンからオークシティに行く道が狭すぎて危

険！ 

交通渋滞を緩和する 
・交通渋滞の緩和（道路整備）。特に国道 467 号を二車線に！ 

コミュニティバスを使いやすく（便・コース）
（●2 人） 
・コミュニティバスの便数、コースを増やす。 

通学路にガードレールをつけてほしい（●1 人） 
・通学路にガードレールをつけてほしい。 

サイクリングロード周辺を安全にする（●1 人） 
・境川沿いのサイクリングロードへの規則の徹底。 

 

7 

住宅街の、暗いところを明るくしたい 
・街灯はあるけど LED で暗い気がする。 

防犯のために特に駅周辺の整備が必要 
・全国から見ても犯罪件数が多いらしい。減らすには駅周辺

の整備が必要。 

 

8 

災害時に要支援者を助けられないか（●1 人） 
・高齢者社会においての災害が起きた時の安否確認の難しさ。 

 

要支援者を助ける地域と学生の連携システムをつ
くる 
・老人を助ける連携システムが必要。 

・地域×学生の連携ができると良い。 
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防災放送が聞き取りにくい 
・聞き取りづらいし、話し方も悪い。 

・市の防犯に対する広報が少ない。 

・防災放送機器の整備（特に音響関係）。 

・子ども 110 番の家を増やす。（お互いの顔がわかるようにす
る） 

・地域に知り合いの大人が増えると安全になる。 

・健康ポイントの年齢制限を外して、若い世代もパトロールしや
すくできないか？（防犯） 

2 

地域の日頃からのつながりが薄い（◉4 人） 
・日常生活から近隣の家族構成を知っておく。 

・近所連携の作り方、同じくらいの年齢層で集まる機会が必
要。 

・地域の住人のつながりを増やす。 

地域の日頃のつながりをつくるために、今ある行
事・これからできることの情報を、きちんと伝え
る・届けるしくみをつくろう 
・「ゆんたく」公園に好きなものを持って集まる（沖縄の例）。 

・大つなひき（沖縄の例）。 

・町田のお祭りでは、地域の団体がお店を出している。 

・お祭りや踊りをつながりの機会に活用できないか。 

・大和市の中で活発な地域を参考にする。 

参加につながる情報をきちんと伝える・届ける
しくみが必要 
・地域にあるお祭りにもっといろいろな人が参加できるよう

にしたい。情報がみんなに伝わるようにしてほしい。 

・地域行事や安全情報など、みんなに行き渡る技術があると
いい。 

・自治会に入っていないと回覧が来ない。 

・情報が行き届きにくい（まちが長いから？）。 

3 

 地域のつながりをつくるために、健康ポイントを全
ての世代が使えるようにし、地域の防災・防犯活動
への参加やイベント参加が楽しく、行ってみたくな
るようにする。（シール投票数 1 票） 
健康ポイントをまちの活動参加に活用する 
・年代に関係なくみんなが使える！ 

・健康ポイントのようにイベントに参加したらポイントが貯まる
システムを作ってみたら？ 

・イベントを行うことで（参加することで）、ポイントが付与さ
れたりするシステムを作り、参加しやすい・参加したくなる工
夫をする。 

4 

いろんな世代が参加できる行事イベントがない 
・もっとホールなんかを使い、娯楽の公演を増やす。老若両

方が楽しめるもの。 

地域のつながりを増やしたい 
・大和市にしかないイベント（行事）を見つける。今一度、

歴史的なものを掘り出してもらいたい。 

地域のつながりをつくるために世代をこえて楽し
める大和市全体のイベントをつくろう 
・やまと歴史カルタを作り、全市で大会 
・まちじゅうガレージセール、駅ごとに巡回定期フ

リマ 
（シール投票数 7 票） 
・スポーツ大会でつながりできるのでは。 

・マラソンもいろいろな世代で工夫できる。 

やまと歴史カルタ→いろんな世代が楽しめる！ 
・「祭り」（あらゆるジャンル）、顔が見えるイベント企画。 

・「歴史カルタ」や「将棋」。 

まち全体で定期フリーマーケット 
・海外のガレージセールのようなものを行いやすくしたり、駅ご

とにフリーマーケットを定期的に行う。 

世代を超えて楽しめるイベントをつくる 
・座間の大だこやひまわり祭りのような、世代関係なく集まれる

イベントを阿波踊り以外にも作る。 

・シリウスのイベントのゲストや内容がシブイ→若く！ 

・有名人などを呼ぶ。→楽器体験などにつなげる。 

5 

防災意識が薄い（◉1 人） 
・防災、天災（地震・津波）意識が薄い。 

 

地域のつながりづくり＋防災・防犯意識づくりのた
め『大和防災・防犯ツアー』を開催 
（まちを知る。まちの防災拠点や心配ポイントを把
握できる）（シール投票数 6 票） 
・防災や防犯のツアーをやる。 

・広報を徹底。 

・学生・生徒と地域の連携。 

・地震が起きた時の対策（避難場所の把握等）。 

・地域でいざという時の避難場所を確認し合う。 

避難場所がわからない（●2 人） 
 

6 

交通量の変化に合わせ、先まわりで安全対策が
必要（●1 人） 
・つきみ野イオンからオークシティに行く道が狭すぎて危

険！ 

交通渋滞を緩和する 
・交通渋滞の緩和（道路整備）。特に国道 467 号を二車線に！ 

コミュニティバスを使いやすく（便・コース）
（●2 人） 
・コミュニティバスの便数、コースを増やす。 

通学路にガードレールをつけてほしい（●1 人） 
・通学路にガードレールをつけてほしい。 

サイクリングロード周辺を安全にする（●1 人） 
・境川沿いのサイクリングロードへの規則の徹底。 

 

7 

住宅街の、暗いところを明るくしたい 
・街灯はあるけど LED で暗い気がする。 

防犯のために特に駅周辺の整備が必要 
・全国から見ても犯罪件数が多いらしい。減らすには駅周辺

の整備が必要。 

 

8 

災害時に要支援者を助けられないか（●1 人） 
・高齢者社会においての災害が起きた時の安否確認の難しさ。 

 

要支援者を助ける地域と学生の連携システムをつ
くる 
・老人を助ける連携システムが必要。 

・地域×学生の連携ができると良い。 
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●作業シート
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■グループ５ １０年後の「読書・文化・スポーツ」 

●議論の流れ 

・	「読書・文化・スポーツ」といった地域の資
源を生かしたアイディアがテーマであったた
め、はじめに市内のお気に入りの資源（愛着の
ある大切にしたい資源）を出し合うところから
話し合いをはじめた。 

・	市内のお気に入りの資源は、泉の森にある自
然や民家園などの施設、シリウス、スポーツセ
ンターといった公共施設、立ち飲み屋が多いと
いったまちの特性、ウォーキングや阿波踊り、
骨董市といったイベント系のものまで、幅広く
出された。 

・	そのうえで 10 年後も大切にしたいことを出
し合ったところ、泉の森を地域の大切な資源と
して有効活用していくことが大切という課題
に多くのシールが貼られ、民家園で地元の食材
が美味しく安価で食べられるレストランをつ
くることや、子どもたちが豊かな自然を体験し
ながら学習できるプログラムづくり、ここでし
か体験できないものや風景をインスタグラム

等で発信できるようにし、潜在的なファンを増
やしていく工夫がアイディアとして出された。 

・	次に、10 年後も骨董市や阿波踊りを続けてい
きたいという意向から、子どものうちからこう
いった文化的なイベントに参加する機会を創
出するために、市内の幼稚園や保育園、小学校
と連携し、学校単位で参加してもらうことや、
お菓子がもらえるといったメリットをもとに
PR に協力してもらえるような工夫とアイディ
アが出された。 

・	さらに、「健康増進」のテーマと横断する部分
でもあるが、市内でたくさんの資源を巡るウォ
ーキングを促すためにポイント制度やアプリ
の開発といったアイディアが出された。 

・	具体に話し合われた解決アイディア以外にも、
シリウスと大和駅の間の広場をもっと活用し
ていきたい、市民農園をもっと増やしたいとい
った新たな魅力づくりへの示唆や若い世代の
参加を促す工夫が話し合われた。 

	

	

id 課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

0 

大和市のお気に入り資源 
○泉の森（良い公園）：シニア層が楽しめた！蛍がいる泉、湧き水がある、売店が変わってしまった、鳥とかいろいろな生き物 

○ゆとりの森：高齢の方をもっと外に出したい。 

○民家園：コミセンもあるよ、地方に行くと古民家レルトラン、地場の食材を使ったおいしい食事 

○シリウス：図書館根付く 

○スポーツセンター：シニア増・グラウンドゴルフ、人と人のつながり、健康にもつながる 

○立ち飲み屋が多い：Y-1 グランプリ、B 級グルメランク 

○ウォーキング：ポイント楽しく！ 

○阿波踊り、骨董市：市外からも来る 

○サッカーをもっと教えてみる：（有名な選手がいる）なでしこ JP の川澄選手 
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1 

泉の森をぜひ有効活用したい（◉3 人、●4 人） 
・「泉の森」の自然、施設を活用する為に、コミュニティバ

スを有効活用してほしい。 

 

みんな泉の森 LOVE！10 年後ももっと魅力的に付
加価値をつけよう 
民家園の古民家を活用した地元のおいしい食べ物
が安いレストラン、体験プログラム、instagram で
発信できる「ここでしか体験できないもの、風景」
づくり （シール投票数 18 票） 
・蛍の instagram スポット！ 

・おいしくて安い飲食店 

・知らない人にちゃんと伝える 

・気軽に行ける季節のイベント 

・民家園で体験型のプログラムにする。→食事できる。 

2 

10 年後も骨董市と阿波踊りを続けよう（◉1人、
●3 人） 
・10 年後も骨董市、阿波踊りを続けてもらう。 

 

 

10 年後も骨董市や阿波踊りを続けるために、市内
の幼稚園に参加要請し、お菓子ももらえるといった
工夫で子どものうちから参加を促そう 
（シール投票数 4 票） 
・幼稚園の参加で客を増やしていく（子ども含） 

 →お菓子がもらえる→継続してもらえるようにする。 

・子どもは覚えるのが早い、両親や家族が見にくるといった良さ
もある。 

・参加の質を変えていく。 

・参加できる「連」の数を増やす。 

若者も積極的にイベントに参加しよう（●2 人） 
・大和市のお祭りなどに若者も積極的に参加していること。 

・つまらない、面倒くさいという意見の人（特に学生）に対
し、良さを打ち出す。 

3 

ウォーキングのモチベーションをあげる工夫が
必要（◉2 人、●1 人） 
・日常の個人の運動結果をポイント制にして予防医学に活か

してほしい。 

日常的な健康づくり（ウォーキング等）のモチベー
ション UP のために、成果の見える化、ポイント制
でメリットがあるアプリなどの開発をしよう 
（シール投票数 5 票） 
・目に見える結果で分かるようにする〈アプリとの連携〉 

・買物ができるポイント、健康づくりの自覚が持てるポイント 

→現地に歩いた距離ごとにマッピング 

 

シリウスや駅にウォーキングポイントのスポッ
トを導入すべき（◉1 人、●1 人） 
・スタンプラリーのように建物にスタンプ制度を求めて外出

を促す。 

4 

読書文化とスマートフォンの住み分けや共存が
必要 
・読書の文化を根付かせようとする際に、子どもが本よりス

マートフォンをみていること。 

・シリウスができたことで図書文化が身近になったので、今
まで通り続けるべき。 
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5 

シニア層の憩いの場と子ども達の憩いの場がバ
ッティングしないようにしたい（●1 人） 
・安心してスポーツできる。 

・タイムシェア、時間で分ける。 

・公園の掃除も一緒にする。 

・シニア層の憩いの場を作る（公園などを利用されてしまう
と子どもが遊べない為） 

・子どもたちや高齢者が安心してスポーツできる場所の確保。 

 

ゆとりを持って過ごせる場所をつくり、保全す
ることが大切 
・ゆとりの森の様な、子どもや高齢者が過ごせる場が必要。 

アクティブなスポーツができる場所も必要 
・高齢者にスポーツをさせる時に必要な土地。 

6 

定年退職した人にボランティア活動に参加でき
る工夫が必要 
・定年退職された人たちをボランティア活動に反映させる。 

 

7 

シリウスと大和駅の間の広場をもっと活用でき
ないか 
・大和駅とシリウスの間の広場で毎週末イベントを行えるよ

うにしてほしい。 

 

8 

大和市の文化、資源を活かすために有名人の力
を借りるのはどうか 
・有名な方をもっと活用していく。 

 

9 

市民農園がもっと増えると良い 
・市民農園の場所を増やしてほしい。 

 

10 
多世代交流につながるスポーツ・文化を積極的
に 
・文化交流を増やすことが必要！ 
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●作業シート
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■グループ６ １０年後の「読書・文化・スポーツ」 

●議論の流れ 

・	大和市の資源を確認しながら、それぞれの資
源について思いつく課題を出し合い、その課題
を解決するアイディアについて話し合った。 

・	スポーツ施設については、初心者が入りづら
いという意見があり、顔見知りの地域の人がス
タッフとしてボランティアをしていたり、レベ
ル別に丁寧なサポートをするスタッフがいた
りすると使いやすくなるというアイディアが
出された。 

・	近年、大和市から有名なスポーツ選手を輩出
していないのではないかという指摘があり、競
技の PR や裾野を広げる取組が必要という意見
が出た。また、大和市の自然豊かな環境はスポ
ーツ選手やアーティストの育成によいので活
用できるとよいとの意見につながった。関連し
て、障害者スポーツの振興も大切だという意見
があった。 

・	催し物について、大和駅周辺では阿波踊りや
フリーマーケット、骨董市などの催し物が頻繁
に行われているが、少し盛り上がりに欠けてい
るという意見があった。厚木飛行場の公開日を
参考に、お祭りらしく屋台に出店してもらうと
よいというアイディアが出た。 

・	関連して、阿波踊りなどのイベントには地元
の中高生がボランティアとして活躍している
という話題が提供され、地域活動に関わる生徒
が生徒会の委員等に限定されていることから、

各校に「地域活動部」を設置して、地域に関心
のある生徒が誰でも地域に関わることができ
るようになるとよいとのアイディアが出た。ま
た、地域活動部の活動として、イベントの手伝
いだけでなく、日常的な地域の困りごとを手助
けする活動もできるとよいとの意見が出され
た。 

・	催し物を盛り上げるために、民間企業やキャ
ラクターとタイアップして子ども向けの多く
の人が集まるイベントができるとよいとの意
見が出た。また、年齢を問わず楽しめるイベン
トがあることが大切との意見もあった。 

・	イベントの PR に関連して、ローマ字表記の
看板等があることが課題として挙げられた。ロ
ーマ字表記では外国人観光客等の誘導の手助
けにならないことから、多言語表示については
英語でなされることが大切との意見が出た。ま
た、オリンピックの開催に向けて、通訳ボラン
ティア等の募集や育成ができるとよいとの意
見もあった。 

・	自然環境が豊かな大和市の資源として、泉の
森が挙げられた。多くの人の憩いの場所として
末永く維持されるとともに、大規模なグラウン
ド等の少ない大和市においては、泉の森にスポ
ーツ施設を併設できるのではないかとのアイ
ディアがあった。 
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１ 

スポーツに関すること（◉２人、●1 人） 
・大和スポーツセンター、トレーニング室、プール等。 

→社交ダンス・卓球なども行われている。 

・無料で使えるスポーツ施設。 

→安く使えるのでよい。 

・テニスコート（ゆとりの森）。 

→若い人～シニアまで幅広い年代で賑わっている。使用料が
安くいのはよいが、コートから少し遠い地域もあり、大和
市にはコートが少ないのではないか。 

地域で運動会をやる 
・地域で運動会など開催する。 

→自治会の運動会は既にあるが自治会が疲れていて縮小化してい
る。 

→中高校生が入って活性化するとよいのではないか。 

→北地区スポーツ大会では、小学校高学年の生徒が集まらない。
また、スポーツ大会を開催するために集まることのできる場所
が市内にあまりない。 

 

近年有名なスポーツ選手を輩出できていない
（●1 人） 
・有名な選手を育てる。 

→今いる選手に活躍してもらおう！ 

→一時はなでしこが有名だったが、最近はスポーツが盛り上
がっていない。 

→スポーツが苦手な人も参加できるような、競技の裾野を広
げるような活動が小さいのではないか。 

自然豊かな環境で優れたスポーツ選手（障がい者・
健常者を問わず）、アーティストが育つ環境をつく
ろう（シール投票数 2 票） 
 

障害者スポーツを推進していこう！ 
・障害者スポーツの振興に力を入れよう！ 

 

スポーツ施設に入りづらい、PR が足りないので
はないか 
・誰でも来やすい施設へ。 

・PR が足りない。 

スタッフの顔が見えると施設に入りやすくなる 
・顔が見えるといい。 

地域のシニアボランティアがスポーツ施設のサポ
ート 
・シニアボランティアの方に施設のサポートをしてもらう。 

→地域の人が施設にスタッフとしていると、行きやすくなる。 

・サポートが増えるとレベル別の対応が可能に！ 

→現在はスタッフの人数が少なく、慣れていない人はジムなどを
使いづらい。サポートスタッフが増えると、ジム初心者のレベ
ルに合わせた対応ができ、施設の活用が促進されるのではない
か。 

駅前での催し物開催時に、地域のスポーツ団体やサ
ークルが PR できる場をつくる 
・スポーツ協会と連携して裾野を広げる。 

・もっと施設・スポーツの宣伝をするといい。 

・各スポーツ団体・サークルの PR の場（催し物の際などで行う、
広報の内容充実）。 

課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 
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2 

駅前商店街を使って阿波踊りや催し物が行われ
ているが、規模や賑わいに物足りなさを感じる
（◉1 人、●２人） 
・阿波踊り 

→毎年生徒会で手伝っており、他校や地域の人と関わること
のできるよい機会である。 

→市内外からの参加があるが、毎年同じ人が参加しているの
ではないか。 

・やまと市民祭り。 

・催物、お祭り、骨董市。 

・フリーマーケット。 

→駅前で様々な団体によって月１回以上は催物が行われてい
るが、もっと賑わいがあり、大々的に催されるとよい。 

 

年齢を問わず楽しめる新しいイベントを大和市の
伝統にしていこう！！（シール投票数 3 票） 
・のど自慢。 

・他市との対抗戦。 

民間企業（キャラクター）とタイアップして、子ど
も向けの催し物を開催できるとよい 
・民間の企業とタイアップする。 

・有名なキャラクターとタイアップ（ポケモン GO 等）。 

→子どもが集まるイベントに！ 

阿波踊りくらい盛り上がるイベントがもっと増え
るといい 
・阿波踊りくらい有名なイベントが増えるといい。 

・大道芸など（外から人がたくさんくる）。 

厚木飛行場の公開日を参考に、屋台を出して人を集
める 
・屋台の出るお祭りを同時に開催して人を集める。 

→厚木飛行場の公開日には屋台が出て、たくさんの人が集まって
いる。 

3 

施設名がローマ字表記になっていて、外国人が
読んでも伝わらない表記になっている 

・英語表記→ローマ字はダメ！ 

 

様々な施設を外国人が使いやすいよう、通訳ボラン
ティアや英語表記を増やそう（シール投票数 3 票） 
・通訳ボランティア。 

・様々な施設を外国人が使いやすいように！ 

 

4 

生徒会にしか地域活動の話が回ってこないの
で、地域に関わる生徒が生徒会の委員のみにな
っている 
→阿波踊りには部活動から掃除などのボランティアが来てい

る。楽しみながらやっている。 

→生徒会以外にも地域に興味がある人はいる。 

 

地域活動部を中・高につくり、地域に興味のある生
徒を地域活動に巻き込もう（シール投票数 12 票） 
→地域活動は、生徒にとっては社会勉強にもなる。 

→地域のイベント以外にも、お買い物お助け隊として日常的に活
動できるとよい。 

5 

自然公園に関すること（◉２人） 
・泉の森。 

→大和市が土地を借り上げて、ずっと残してほしい。 

→川があり、鳥がいてバードウォッチングができる。子ども
が遊ぶのによい施設。 

・つるま自然の森（中央林間）。 

→たこ公園は平らで歩きやすいので、もっと増えるといい。 

自然公園にスポーツ施設を併設するとよい 
・自然を利用したスポーツ施設（市による援助）。 

 

 

6 
厚木飛行場に関すること（◉２人） 
・厚木飛行場：厄介扱いが一般的になってしまっている。ど

うにかして市民に馴染んでもらえないだろうか。 

 

7 
シリウスに関すること（●２人） 
・シリウス図書館。 
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→勉強しやすい。 

→図書館が充実している。 

→シニアが少ない印象がある。 

8 

学習センターに関すること 
・学習センター：いろんなサークルをやっている。／もっと

小さいところが多くてもいい。 

→100 人規模のちょっとした発表会ができる会場があると
よい。 

 

 

9 

10 年後の大和市 
○自然環境を失わずに近未来化したグローバル都市。 

○地域のつながりを大切にして、よい地域づくり、暮らしや
すいまちに！ 

○若い人が流出しない、大和に住み続けられる魅力あるまち。 

○大人になっても遊びに来られるまち、行くイベントがある
とよい。 

○若い人が増えたらうれしい。地域との関わりを深めたい。 

○地域に関わってほしい若い人は、今は忙しいが AI などの力
で中年・若者が地域に戻ってくる。 
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●作業シート
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■グループ７ １０年後の「地域活動・地域経済・賑わい」 

●議論の流れ 

・	「交流」について、「移動手段など」につい
て、「町並みなどの保存」についての大きく３
つの課題が出された。 

・	交流については自治会等への参加について、
交流拠点の在り方についての他、外国出身の方
がいたことにより、外国籍の人との交流につい
ても活発に意見が出された。 

・	「交流が少ない」の対策としては、交流拠点
をつくることの提案がされた。地域の住宅地に
作るのではなく、人が多く集まるところに戦略
的に設置し、交流を促すとよいとの意見が出さ
れ、多くの参加者が同意されていた。会場がシ
リウスだったことも大きく影響していると感
じられる発言が多かった。 

・	交流に対しては、交流会や勉強会を開催する
アイディアも出された。異文化交流を進め歌や
踊り、料理など楽しいことをきっかけに知り合
うことによって、日本人に怖いと思われがちな
外国籍の人のことを日本人が知り、また外国籍
の人は日本人のことを知ることができるので
はないかとの意見があった。 

・	外国籍の人や異文化への理解、また基地への
理解は、教育現場で行うべきという意見も出さ
れた。授業の一環として行うことにより、若い
世代から理解する必要があるとの意見があっ
た。 

・	交流については、経験者とこれからトライす
る人を繋ぐアイディアもあった。例えば、就職

活動や子育て、介護など「経験者の先輩」にお
話を聞く形でつながりをつくるような交流方
法もあるのではないかとの意見が出された。 

・	コミセンなどでサークル活動は盛んにおこな
われているようだがメンバー向けで気軽に参
加することが出来ず、結果として交流が生まれ
ないのではないかとの意見が出された。そこで、
間口の広い活動を全市的に行うことにより、交
流が生まれ、さらに地域愛着も高くなるのでは
ないかとの意見が出された。 

・	自治会活動に若い人が参加しないという課題
に対して、もっと参加してほしい人に合わせた
活動をすることによって参加を促すことが出
来るのではないかとのアイディアが出された。
例えば、小中学生の宿題を見るなどの活動や若
者向けのイベントが良いのではないかとの具
体的な意見もあった。 

・	交通に関しては、現在、自転車道でさえ使い
づらい状況であるため、今後広がる可能性があ
る新しいパーソナルモビリティも使いづらく
広がらないのではないかとの課題が挙げられ
た。これに関して自転車道やパーソナルモビリ
ティで駅周辺にアクセスしやすい交通網を作
ってはどうかとの意見があった。 

・	個人商店などが減って近隣で買い物をできな
いことにより、今後、高齢化が進んだ際に買い
物難民になるのではないかという不安も出さ
れた。 
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例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

1 

交流が少ない（◉４人） 
・世代を越えた交流の機会が多い。 

・Yamato community has many foreign people. Age 
people are becoming many. If the community build a 
relationship with foreign residence in Yamato city. I 
think it will help the city. 

・物々交換できる場所を作る。 

	

小さいエリアでの関わりしかない 
・市全体で関わりあう。 

・講習会などの回数が少ない。（レベルも） 

	

良い所を活かして（●４人） 
・変わらないみんなの集合場所（街に戻った時に昔と変わら

ぬ場所を） 

・また見たくなる、住みたくなるような景観づくり。 

	

駅周辺のにぎわい施設 
・老若男女が楽しめる施設を駅周辺に	

駅前の賑わいも含め、誰でも集える集合場所（コミ
セン）をつくり。駅前への交通手段を確保しよう 
（シール投票数 8 票） 
・駅前ならではのコミセン 地域のボランティアがいつもいて

物々交換などもできる。 

・コミセンで「サークル」より間口が広い参加できるなにか。 

・昔は文化の日に竹とんぼ教室などをしていた。 

・駅前にコミセンを作る。 

・学校やコミセンを活用。 

２ 

異文化交流として日本語の勉強会とワークショッ
プ「歌」「踊り」を積極的に実施しよう 
（シール投票数 1 票） 
・日本語勉強会とまちづくりのワークショップをしてはどうか。 

・「歌」や「踊り」などの文化交流会。 

・外国の人を支援する仕組み。 

・Helping the foreign people to understand their living in 
Yamato city. 

３ 

基地の理解や外国人の理解を深めるため、教育の一
環として学校で、文化を知り合うことができる交流
の機会をつくろう（シール投票数５票） 
・教育の一環として外国などの事を学習する（基地の理解や文化

を知る）機会を。 

・基地の理解を深める。 

・学校で文化を知ることが出来るような交流をする。 

・Education and workshop for foreign resident. 

・文化交流会。 

・Culture exchange program. 

４ 

SNS を活用して子育てや就職など「経験者」と「未
経験者」との世代を越えた交流ができる機会をつく
ろう（シール投票数 2 票） 
・「これから」の人と「経験者」の交流会。 

・SNS の活用。 

・これからする人と今している人との交流。 

５ 

市全体の取り組みがない（●１人） 
・ごみ拾いを意識したボランティア。 

 

講習会などの回数が少ない（レベルも）（●１
人） 
・市で講習会行事の充実。 

コミセンや学校を活用して、サークルよりも気軽に
参加できる行事をする 
・（サークル活動は参加の入り口が狭いので）コミセンで「サー

クル」より間口が広い参加できる何かを。 

課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 
■グループ７ １０年後の「地域活動・地域経済・賑わい」 

●議論の流れ 

・	「交流」について、「移動手段など」につい
て、「町並みなどの保存」についての大きく３
つの課題が出された。 

・	交流については自治会等への参加について、
交流拠点の在り方についての他、外国出身の方
がいたことにより、外国籍の人との交流につい
ても活発に意見が出された。 

・	「交流が少ない」の対策としては、交流拠点
をつくることの提案がされた。地域の住宅地に
作るのではなく、人が多く集まるところに戦略
的に設置し、交流を促すとよいとの意見が出さ
れ、多くの参加者が同意されていた。会場がシ
リウスだったことも大きく影響していると感
じられる発言が多かった。 

・	交流に対しては、交流会や勉強会を開催する
アイディアも出された。異文化交流を進め歌や
踊り、料理など楽しいことをきっかけに知り合
うことによって、日本人に怖いと思われがちな
外国籍の人のことを日本人が知り、また外国籍
の人は日本人のことを知ることができるので
はないかとの意見があった。 

・	外国籍の人や異文化への理解、また基地への
理解は、教育現場で行うべきという意見も出さ
れた。授業の一環として行うことにより、若い
世代から理解する必要があるとの意見があっ
た。 

・	交流については、経験者とこれからトライす
る人を繋ぐアイディアもあった。例えば、就職

活動や子育て、介護など「経験者の先輩」にお
話を聞く形でつながりをつくるような交流方
法もあるのではないかとの意見が出された。 

・	コミセンなどでサークル活動は盛んにおこな
われているようだがメンバー向けで気軽に参
加することが出来ず、結果として交流が生まれ
ないのではないかとの意見が出された。そこで、
間口の広い活動を全市的に行うことにより、交
流が生まれ、さらに地域愛着も高くなるのでは
ないかとの意見が出された。 

・	自治会活動に若い人が参加しないという課題
に対して、もっと参加してほしい人に合わせた
活動をすることによって参加を促すことが出
来るのではないかとのアイディアが出された。
例えば、小中学生の宿題を見るなどの活動や若
者向けのイベントが良いのではないかとの具
体的な意見もあった。 

・	交通に関しては、現在、自転車道でさえ使い
づらい状況であるため、今後広がる可能性があ
る新しいパーソナルモビリティも使いづらく
広がらないのではないかとの課題が挙げられ
た。これに関して自転車道やパーソナルモビリ
ティで駅周辺にアクセスしやすい交通網を作
ってはどうかとの意見があった。 

・	個人商店などが減って近隣で買い物をできな
いことにより、今後、高齢化が進んだ際に買い
物難民になるのではないかという不安も出さ
れた。 
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６ 

自治会への参加（●３人） 
・自治会活動がとても活発な地域なので、このまま若い世代

と子供たちが元気な町であってほしい。 

 

行事に参加しづらい（●１人） 
・市外の方を巻き込んだ行事。（情報発信も重要） 

自治会の行事の種類を増やし、地域への関心や交流
を深める 
・「宿題支援」などの自治会活動レパートリーを増やす。 

・自治会の行事のレパートリーを増やす。 

 

個人移動支援に関する道路ができていない 
・個人移動道路を作る。 

・自転車やパーソナルモビリティ用の道路を。 

	

 

個人商店が減（◉１人●２人） 
・商店が減少し大型のスーパーが増えている。 

・駅から徒歩 20 分かかる場所で、近くにはコンビニしかな
い 買物難民予備軍です。 

・商店街がだめになり、大型スーパーまでタクシーで行く。 

	

	

	

	

	

	

	

●作業シート
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■グループ８ １０年後の「地域活動・地域経済・賑わい」 

●議論の流れ 

・	まず、子どもの遊びや日常生活における物理
的な環境の問題として「公園でボール遊びがで
きない」「夜間の大和駅周辺が怖い」という話
題が非常に多くあがった。 

・	「公園でボール遊びができない」については、
怪我の問題や公園隣接住民への配慮という観
点からボール遊び禁止という状況に一定の理
解を示しつつも、子どもが大好きなボール遊び
を何とか「身近な公園」で実現できないかとい
う意見が多かった。そのために、ボール遊びが
できる時間帯やスペースを決めるといった運
用の工夫や公園隣接住民への影響を物理的に
防ぐために組立式簡易フェンスを利用すると
いったアイディアが出された。 

・	「夜間の大和駅周辺が怖い」という状況は、
参加高校生の実感として共通したものであっ
た。具体的には客引きや酔っ払いなどが多く夜
間は怖くて駅周辺を歩けないというものであ
る。実際に夜間に駅を通らねば行けない塾へ行
けなくなったという体験も聞かれた。一方、駅
前繁華街の良さを守ることも大切という意見
も出された。そこで、子どもが夜間でも安心し
て通れるエリアやルートを地域の呼びかけや
定期的なパトロール活動によって確保しては
どうかというアイディアが出された。 

 

・	次に、遊びの機会や質といったソフト面の環
境として「外遊びに触れる機会が少ない」「知
的好奇心をそそる良質な学びと遊びが必要」と
いう話題があがった。 

・	「外遊びに触れる機会が少ない」については、
何でもできる公園を身近な街なかに整備する
ことは難しいので、学校を遊びの場として活用
してはどうかという意見が出された。具体的に
は、地域住民のほか近隣の中高生が「遊びコー
ディネーター」として小さな子どもたちに遊び
の機会を提供するというアイディアが出され
た。 

・	「知的好奇心をそそる良質な学びと遊びが必
要」については、まず、参加高校生から、大き
くて質の高い教養ツールを提供する図書館、美
術館、博物館のような施設が「気軽に通える身
近なエリア」にないという意見が「切実な課題」
としてあげられた。一方、こうした施設整備は
現実的ではない中で、ソフトの仕組みづくりで
解決ができないかという議論になった。具体的
には、子どもが「学び」ながら「遊べる」よう
に、科学館・美術館などのツアーガイド付き子
ども向け遊びプログラムのメニュー・カタログ
を作り、子どもが選んで気軽に参加できるよう
な機会や仕組みを作るというアイディアが出
された。 

	

	

	

	

	

	

	

	



66 やまと市民討議会 大和市平成29年度　第1回

id 課題（論点・個別意見） 解決アイディア（短冊・個別意見） 

例 

課題（◉グループの中で最も重要度が高いもの
として選んだ人数、●２番目、３番目に重要な
ものとして選んだ人数） 
・個別意見 

解決アイディア（シール投票数：グループ発表後、
参加者が大切だと感じて投票した数） 
・個別意見 

（以下、同様） 

１ 

移動手段の支援（◉2 人、●3 人） 
・イベントに合わせてバス運行、出張店舗などの支援がある

と良い。 

・地域行事に合わせてコミュニティバスの運行・本数を増や
す。 

コミュニティ交通を充実させるために、臨時運転、
自動運転、病院のバスとの相乗りなどの社会実験を
実施しよう 
（先進的な取り組みで市の PR にもなる） 
（シール投票数 18 票） 
・コミュニティ交通の増本・料金一律化（安い方に）を行う。 

・高齢者・子どもにパスを発行する。 

・コミュニティ交通の広報を強化する。 

・コミュニティ交通（バス等）増本、料金一律化。ルートの表示、
通知、駅など公共の場に置く。車イスでも乗れるバス。 

・自動運転などの社会実験を行う。 

・先進的な社会実験は市の PR にもなる。 

・電気自動車の自動運転を活かして移動を支援。 

・投票やイベント時などに臨時運転を行う。 

・移動式の投票所。 

・歩けない人の支援、介護ロボットなど。 

・病院のバスに相乗りできると良い。 

・市民病院の専用バスを日に 2 回程運転してほしい。 

コミュニティ交通に関する情報発信強化 
・コミュニティ情報のマップを駅に置く。表示も分かりやす

く。 

２ 

特色のあるまちにしたい！（◉2 人、●1 人） 
・阿波踊り、青空市など交通の便が良いことを活かしてイベ

ントを実施。 

・魅力的なものとして、無人販売所などもある。 

・特色のある市に。 治安・騒音× 

 売りは何？骨董市？阿波踊り？ 

・よさこい祭や阿波踊りなどの色々な所から来てもらえるよ
うな行事を増やす。 

・せっかく畑等が沢山あるので、大青果市のような目玉にな
りそうなイベントを開催したらよいと思う。 

交通の便を活かしてアメリカ軍の活用、学校と市の
コラボによる中高生が企画するイベント、雑木林の
活用など人が集まるイベントを実施しよう 
（シール投票数 1 票） 
・交通の便の良さを活かしてイベントを実施。 

・商店街だけに頼らずにイベントを実施。 

・露店のコンクールなど商店街の収益に結び付きの少ないイベン
トを市として音頭をとる。交通の便が良い→酒が飲める。 

・アメリカ軍の活用で地域の活性化を図る。 

・アメリカ軍の活用：イベント、飛行機、レーガン空母見学会。 

・高校生までの若い世代が企画する新しいイベントづくりなど、
学校と市のコラボレーションを実施する。 

・大学も誘致できるとよい。 

・学校と市のコラボイベント、学生が主体で！ 

・雑木林の活用。 

・雑木林の活用：大和にいながら別荘体験、キャンプ。 



67やまと市民討議会大和市 平成29年度　第1回

３ 

多世代交流を推進する（◉１人、●１人） 
・地域活動に学生が参加する機会を増やす。 

・幼稚園と老人ホームを一緒にして多世代交流を図る。 

・コミュニティの多様化（世代間の・場所も） 

・高齢者と子どもが楽しく過ごせる場所確保。 

・学生が老人ホームに行ったり、幼稚園に行ったりして、コ
ミュニケーションをとる。 

公民館（コミセン）で多世代交流を活性化させよう 
・学生が参加して高齢者とコミュニケーション 
・「できること」メッセージボード 
・ネット技術を使ったコミュ二ケーションの活性化 
（シール投票数 4 票） 
・公民館（コミセン）で多世代交流。 

・学生や子どもと高齢者が交流。（卓球・クリスマス会・映画会・
バザーなど。 

・老人の方が学生や子どもにたくさんのことを教えてコミュニケ
ーションをとる。 

・公民館などでお年寄りや子どもを集めて交流を行う。 

・コミュニティセンター等を利用して多世代交流のできるイベン
トを開催する。季節の行事など。 

・高齢者と子どもが楽しく過ごせる場所。 

・良いアイディアはそれぞれもっともだが、誰が検討して決定を
するかが大切である。リーダーを選択するのが肝要である。 

・ボランティアでできることをメッセージボードに！ 

・ご高齢の方が自分の特技をアピールできるメッセージボード
等。→ボランティアやシルバー人材としての活用。 

・ネットを活用してコミュニケーションを！（コミュニティツー
ルの発展！） 

・施設間をネットワーク接続。場所を変えずにコミュニケーショ
ンをとれるようにする。 

身近に集まれる健康づくりの場がほしい 
・出前ヨガなどの実施。 

・移動手段の支援により多様な人が参加できるように。 

・自治会のような小規模な場所でも、健康維持等の講師をし
てくれる人を派遣してほしい。 

・移動力の低下。（年配の人） 

4 

高齢世代の就労やボランティアの機会の多様化
（●3 人） 
・高年齢者の活用。 

・ボランティアの多様化。 

シニア人材の登用のために、シルバー人材センター
を発展させて市のマッチング機能を強化したり、有
償ボランティア仕組みづくりを進めよう 
（シール投票数 12 票） 
・シニアの能力を活かせるシニア登用の機会づくり。 

・人材の可能性を広げたい。 

・シルバー人材センターを発展させて登録しやすく。 

・市による高齢者と仕事先のマッチング。 

・市でシニア登録をやってほしい。人材活用。 

・時給が安くてもやりがいがある仕事もある。 

・有償ボランティアの仕組みづくり。 

・時給が安くても高齢者に向く仕事（アルバイト）を市が各地か
ら集め、紹介する。 

労働人口が少なくなることが心配（◉１人） 
・お店で働く人も、高齢化している。市がマッチングして、

就労の機会が増えると良い。 

・労働人口不足。 

個人商店の支援が必要 
・個人商店の支援。 

家にいたままでできる地域活動の創出（●1 人） 
・出て行かなくとも地域活動。 

5 

工場跡地など未利用地の活用 
・地域経済としてはそれぞれに分岐しているのであるが、交

通渋滞があり、未だ残っている工場跡地をうまく利用する
方法はないか。 

 

6 大和駅や桜ヶ丘駅周辺に時間をつぶせる場所が
ない（●1 人） 
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・大和駅周辺に時間をつぶせる店が欲しい。 

・桜ヶ丘駅にファーストフード店のようなものを。 

7 
市の広報・地域活動の広報の強化 
・広報スピーカー？風向きで聞こえない。AI 機器の活用、ア

プリの活用。 

 

8 

にぎわいは交差点など集まりやすい場所を（●1
人） 
・賑わいとしてはそれこそ歩道・陸橋・交差点の利用等を加

味し、作り直す事も必要。 

 

9 

市役所・病院など機能をわかりやすく集約した
い 
・大和駅と市役所、市立病院等の集中がないので、市の役割

分担の分散がありすぎ、何らかの地域割を… 

 

	

●作業シート
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３. 参加者アンケートのまとめやまと市民討議会 

参加者アンケートまとめ 
 

Q.本日の市民討議会はいかがでしたか？（満足・ほぼ満足・普通・やや不満・不満） 

 
 
●具体的な回答（抜粋） 

○楽しく有意義な討議会となった 
・	楽しく進められた。有意義でした。 

・	有意義な討議会になったと思いました。 

・	色々な話し合いができ良かった。 

○予想以上に色々な方の考えやアイディアを聞き、考えることができて楽しかった 
・	いろいろな意見を聞くことができました。 

・	いろいろな視点のお話が聞け、とてもよい勉強になりました。 

・	自分の意見も言えた。他の人の意見もきけて、新たな構想が生まれた。 

・	社会に対する様々な意見を聞くことができたため。 

・	いろんな意見があって思い知らされた。 

○良い意見を出すことができた 

○職業や年代に関わらず、多様な人と意見交換できて勉強になった 
・	様々な年代の方々とコミュニケーションをとることのできる機会になったから。 

・	色々な地域、年代（若い人から高齢者まで）の人の話が聞けたこと。 

満足
58%

ほぼ満足
35%

普通
7%

やや不満
0%

満足 26 
ほぼ満足 16 
普通 3 
やや不満 0 
不満 0 
無回答 2 

計 47 
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・	様々な年代の方々と今回の様な交流は少ないのでとても良い経験になりました。 

・	大和市のことを色々な方とお話をしたり交流ができたりしたから。 

・	多世代の方と交流することができた。 

・	大和市民ではないですが、話し合いにちゃんと参加できて、新しく知れた事もあったし、いろんな

方と交流できて良かったです。 

・	多世代・多エリアの声を直接聞くことができて良かった。  

・	高齢者層、中年層、若年層、女性、男性といった「小さな大和市」の状態のおかげで、いろんな人

達の意見を知ることができた為。 

・	こんなにたくさんの世代の人と大和市について真剣に話し合うことがないため、貴重な体験でした。 

・	色々な世代の方々のお話や意見を聞けて良かったです。 

・	色々な人たちと話し合いができておもしろかった。 

・	このような場には初めて参加したので判りませんが、性別年齢に関係なく参加者を集めることは良

いことだ。特に子育て世代の女性の要望は重要だと思う。 

・	様々な世代の方と地域についての意見を交換できて、とても参考になりました。 

・	さまざまな世代の方のお話が聞けました。自分とは違うアイディアや発想が聞くことができて楽し

かったからです。 

・	幅広い年代の意見をきけた事。 

○自分の意見を自由に出すことが出来て賛同いただけて嬉しかった 
・	自分の出した意見に沢山の方から賛同頂けて、とても嬉しかったです。 

・	堅苦しいものを想像していたが、意外とゆるく楽しかったため、自分の意見も自由に出せたので良

かった。 

・	他の方の意見も聞きながら、自分の意見も言え、今後の大和市がよりよい市になってくれるのを期

待出来る会になったように思えたからです。 

○学生など若い人の意見を聴くことができた 
・	いろいろな人の意見がきけた。若い人の話がきけた。 

・	若い人の意見が聞けた事。若い人の思いに自分との相違があったが理解出来る部分が多かった。 

○高校生の意見を受け入れていただけた 
・	高校生の意見でも取り入れてくださり、うれしかったです。発表ものびのびできたのがよかったで

す。 

・	高校生の目線から見て、考えられたことと、その意見をきちんと受け入れてくれ、全体の投票で沢

山集まったから。 

・	話しやすい雰囲気だった。高校生が多くて頼もしく思った。 

○グループの編成やグループ司会によって話が偏ってしまった 
・	午後のグループでは 20～40 代の方がいなかったので、話が偏ってしまった気がする。 
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・	自分が討議したい問題についてではないお題だったため、午前のグループに参加して良かった感が

激減した。グループ司会の力量で意見が左右した討論内容になった。 

○大和市について知らないことについて知ることができた 
・	異世代の方々といろいろな話をして、異世代の「今」を知る事ができ、とっても良かったです。大

和市にはたくさんの高校があり、すごく力になる人材がいっぱいいる事に驚きました。 

・	自分の知らない大和の良い点・魅力を知ることができたこと。 

○発表で驚きがあった 
・	発表でビックリしました。 

○無作為にもかかわらず年齢層が幅広かった 

○討議の時まわりの声で聞きとりにくかった 

○意見をまとめられるように考えた構成が新鮮でした 

○討議会の進行役にプロが居て進行がスムーズに行った 

○自分が思っていた不満な点を多くの人が共通して思っていることがわかり良かった 

○話し合いの時間が少なかった 

○説明が長かった 

 ○少数意見で興味深い意見がつぶれてしまった 

○みんなで出し合った意見が１枚の大きな模造紙にまとめられていくのが楽しかった 

○紙の方の計画策案に期待しています 

○皆が色々な意見を出し合える全員参加の環境が良かった 

 ○議論が深まっていない 
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Q.市民討議会での他のグループの発表をふまえ、追加したいアイディアや話
し足りないことがございましたらお書きください。（抜粋） 

●「健康増進、妊娠、出産、子育て」に関すること 
・	市の HP をより活用していくと何か変われると思います。（子育てママに先輩ママからのメッセージ） 

・	公立の幼稚園ができたら良いと思います。 

・	雨の日に遊べる”ログハウス”のような施設があったら良いと思います。 

・	家事練習を必修化。 

・	空き家を利用して子供達が文化を知ることのできる場を作る。 

・	保育士の給料を上げる。 

・	子育てにもわからないことが多いので、もっとたくさんの人に知ってほしいと思いました。 

・	不妊治療の健康保険適用はぜひ考えてもらいたい。未来の子供たちの為に必要な選択です。 

・	学校によって給食費の手数料が違うのはなぜか。同じ市内なら同一料金であってほしい。 

・	子育てママの活用を増やしてほしい。 

・	収入制限をやめたらいい。 

・	市で婚活パーティを実施。 

・	日常的な健康活動（一人で行うジョギング等）にポイント制などのインセンティブプログラムを設

け、予防医学を促進する。 

・	「健康」についてはまず予防的な視点で考えられるようになりたいです。「悪くなったらどうしよう」

ではなく「悪くならないよう」に。 

・	健康講座の充実。 

・	年齢が離れていても 3 人目以降の助成をしてもらいたい。現在は制限ありの為、その限りを外して

もらいたいです。 

・	SNS やアプリなどで今欲しい情報をすぐ手に入れることができる仕組みを作る。 

・	補助金の増額（子育てしやすいように） 

 

●「防犯、防災、まちづくり」に関すること 
・	駅と駅（大和と鶴間など）の移動は電車があるのでコミュニティバスは駅から駅が近くないところ

をむすぶべきだと思います。 

・	公園の灯り・街灯を増やし、防犯カメラも増やして、より子供達に目が届く様にして欲しいです。 

・	学生の作る文化祭。 

・	市の情報だけでなく、国民として市民として必要な、法律や道路表記の変更の情報も発信してほし

い。 

・	河川の氾濫の観点での話が足りない。 

・	地域の人とのつながりを作ることによって、犯罪の抑制・災害時の避難につながりやすいと思いま

す。 
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・	小学校で大和市について学習する機会があるので、中学校でも子供にアンケートをとればいろんな

意見がでてくると思います。 

・	高齢化にむけてまちづくりにさらに取り組んでほしい。 

・	まちづくり、人口増は市として良いいことである反面、インフラ面や環境（保育園・小学校・病院・

公園）が整っていないと不便になるばかり。治安悪化にもつながるので、市として特に考えて欲しい。 

・	市境（大和市と横浜市の境）の市の対応を今少しきめこまかく実施、広報活動の徹底をしてもらい

たい。 

●「読書、文化、スポーツ」に関すること 
・	ミニミニ運動会を設ける等、地域全体でにぎわえるようにするといい。 

・	図書館で借りた本を返すポストがもう少しほしい。 

・	スポーツセンターを増やして、お年寄りの健康管理をする。 

・	簡単なストレッチ・ヨガ等の指導を自治会行事等へ出張してもらえたら、施設まで行けないお年寄

りも運動ができる機会ができる。 

・	今ある施設の PR の強化、施設等職員との顔の見える関係をつくる。 

・	外国人も使いやすいようにする。 

●「地域活動、地域経済、賑わい」に関すること 
・	阿波踊り以外にも観光の目玉が欲しい。B 級、ちょい飲み、もう少し大々的にしても良いと思う。 

・	フィランソロピーをもっと活発にさせる。 

・	コミュニティ施設の増加。 

・	駅前を利用する。 

・	コミュニティバスの運行をもっと工夫したらどうか。週末は「泉の森」「引地台公園」への直行便の

設定など。 

・	中小企業を集約化して団地作り異業種交流を。 

・	シリウスで行うコンサートの種類を増やす。 

●その他 
・	今回の内容を市長・市役所で共有化してほしい。 

・	就労に向けてパソコン無料使用料と指導等。全年代全てにおいて。 

・	4 つの項目に分かれているが全てがつながっている。人と人とのつながりがもてる地域・市にする

ために、SNS などを駆使してネットワークと人の温かみがある市になって欲しい。 

・	公務員と民間企業人との交流を増やす。 

・	シリウス最先端のイメージが強く、高齢者にも利用しやすい様にして欲しい。 

・	大和に住んでいます。「ああ～あの」と治安と騒音以外で有名な地にしたいと思います。 
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Q.今回が５回目となるやまと市民討議会でしたが、このような取り組みへの
ご意見や、より参加しやすくなるための工夫・アイディアなどお気づきの
点がございましたらお書きください。（抜粋） 

○過去実績も含めて、大和市 HP や広報等で広く宣伝、PR できるとよい 
・	大和市の HP などで、今までの市民討議会について写真などで様子を宣伝する。 

・	実際にこの場のアイディアから実現された、という内容を見て参加してみようと思ったので、実績

を分かりやすく、自分の意見が反映されるかも？！という部分をアピールしたら良いと思います。 

・	もっと知ってもらえるようにする。楽しいのでたくさんの人に参加してほしい！ 

・	参加しやすいように過去の討議会の様子や内容を広く公表して頂きたいです。 

・	このような会がある事自体を知りませんでした。広報等で討議会の意見をふまえて改善された事を

公表してもらえたら、インターネットが無い環境の方にも周知出来るように思います。 

・	この手紙が届いた時にびっくりしました。こんな良い”市民討議会”がある、やっているという事を知

らなかったからです。「広報やまと」などでもっと”市民討議会”がこんな事をやっていると PR したら

いろいろな方も参加すると思います。 

・	このような会議が行われていることを知らなかった。 

・	半年に１回行い、近況報告などもするといいと思いました。 

○また参加したい、参加できて良かった 
・	今日は生徒会ということで参加させて頂きましたが、生徒会じゃなくなってもこのような会に参加

したいと思いました。生徒会じゃなくても参加できるようにぜひしてください。 

・	とても良い取り組みだと思いました。 

・	進行もスムーズだったので行っていてあまり苦にならなかったです。来年もやりたいです！！ 

・	またチャンスがあれば参加したいと思います。 

・	又機会あったら是非参加したい。 

・	久しぶりに色んな方々と話が出来、新鮮でした。御世話になり、ありがとうございました。 

・	初めて参加しました。こんなに大規模な会とは知らず驚きました。年齢層もいろいろでそれぞれの

立場からご意見が聴けて大変参考になりました。 

○今後も継続してほしい 
・	今後も継続してほしい。 

・	これからも今回の様な討議会を続けてほしいと思いました。 

○進行がよかった 
・	初めて参加して不安もありましたが、自分の意見を出しやすくして進行もちゃんとやってくださっ

たので楽しめました。 

・	討議会を開くための労力は大変なご苦労だと思う。さすがにプロがまとめてくださるのでスムーズ

な進行だった。サポートの市の職員の方もグッジョブ！！ 
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○参加者に結果をフィードバックしてほしい 
・	今回の結果を参加者へフィードバックしてほしい。 

・	とても面白いアイディアだと思いました。折角参加できたので、今回の討議会の内容がどう反映さ

れたか教えてもらいたいです。また呼んでもらいたいです。 

○中・高校生や若い人など、幅広い世代が均等に参加した方がよい 
・	中学生・高校生に対して参加を勧誘した方が良いと思う。（様々な年代の方々と意見交換ができるた

め） 

・	大和在住の高校生・大学生や 20 代前半が少ないと感じた。これから先の事を話し合うのであれば、

もう少し若い方の参加が多いと思う。希望者を募るのも良いのではないか。 

・	今回は 20 代の人が少ないような気がしたので、自分と同じ年代の話も聞きたい。またこういった話

し合いをしたい。 

・	いろんな方々を呼ぶ！ 

・	サラリーマンが少ないような… 

○進行、段取りを改善した方がよいところがあった 
・	午前１のまとめ方を改善し、話しやすくしたい。 

・	テーマごとに現役世代で討議すべき。 

・	参加した人は意見があって出向いた訳で、言いたい事が出せずにグループ分けされた事が残念。 

・	事前に意見を出してもらって、事前に配布して頂ければ、市民討議会の議論が深まると考える。 

・	テーマを先に公開して、興味のある人を集める方法がより良いかと思います。 

・	とても有意義な会でした。10 年後だけだと漠然としてしまうので、短・中・長期と段階別に考えら

れると意見が出しやすいように感じました。特に後半の話し合いは、10 年後というより身近な課題

に目が行きがちだったので。 

・	何故、グループ化の交替をするのか？落ち着かなかった。（希望として同じグループで討議したかっ

た） 

・	よりオープンな討議であれば良いと思いました。 

・	紙をなくしている方がいたのでファイルを用意した方が良い。 

・	実現したもの（シリウスなど）の具体例の説明があるといいかと。 

・	もう少し時間が短い方が参加しやすい。 

・	外国人の参加がもっと増えると良い。 

・	討議の時間が短い。 

○大和市のアプリを活用したアンケートをしたら良いのではないか 

○机上の空論だけでなく、市職員全員に 1 年に 2～3 日まち中を歩けば、問題点が見つ
かると思う 

○大和のおしらせの放送が他地区では聞こえづらい 
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（アンケート調査票）

やまと市民討議会	 	 	 	 	 	 平成 29 年 11 月 12 日（日）	 

参加者アンケート	 

	 

●本日の市民討議会はいかがでしたか？あてはまるもの１つに○をつけてください。	 

	 

満足	 	 	 ほぼ満足	 	 	 普通	 	 	 やや不満	 	 	 不満	 

	 

○その理由をお書きください。	 

	 

	 

●市民討議会での他のグループの発表をふまえ、追加したいアイディアや話し足りないことがござ

いましたらお書きください。	 

「健康増進、妊娠、出

産、子育て」に関する

こと	 

	 

「防犯、防災、まちづ

くり」に関すること	 

	 

「読書、文化、スポー

ツ」に関すること	 

	 

「地域活動、地域経済、

賑わい」に関すること	 

	 

その他	 

	 

	 

●今回が５年目となるやまと市民討議会でしたが、このような取り組みへのご意見や、より参加し

やすくなるための工夫・アイディアなどお気づきの点がございましたらお書きください。	 

	 

ご協力ありがとうございました！	 
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４. 市民討議会の写真
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5. 将来の大和市について [ 参考資料 ]

市民討議会の参加者の方には、10年後の大和市を考えるための情報を事前資料として提供

したうえで、討議会にご参加いただきました。

2

１．市民討議会開催の目的
　現在大和市では、平成21年度から平成30年度を対象期間とした「第8次

大和市総合計画※」に基づき、様々な事業を行っています。この第8次総合計

画は、平成30年度で計画期間が終了となるため、現在、平成31年度から平

成40年度までの10年間を計画期間とする、次期計画の策定に向けて検討を

行っています。策定にあたっては、「10年後の大和市」について、市民の皆さ

んの意見・想いを聞かせていただき、参考にしていきたいと考えています。

　＊総合計画については、P7以降で説明しています。

将来の大和市について

２．大和市ってどんなまち？

（１）大和市の概要

　市の面積：27.09㎢

　市の人口：235,190人（平成29年 10月 1日時点）

　公共建築物数：約140施設

市の鳥：オナガ

市の花：野ぎく

市の木：山ざくら

3

（２）大和の交通

　市内に8つの鉄道駅があり、市内どこに住んでいても駅までおおむね15

分以内です。また、交通利便性をさらに高めるため、行政が独自にコミュニティ

バスを走らせています。

（３）大和市の人口密度

　23万人／27㎢で、神奈川県内で2番目の人口密度です。

川崎市（１位）
10,316人 /k㎡

（2015年 10月時点）大和市（２位）
8,598人 /k㎡

（2015年 10月時点）

横浜市（３位）
8,514人 /k㎡

（2015年 10月時点）

座間市（４位）
7,327人 /k㎡

（2015年 10月時点）
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3

（２）大和の交通
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（３）大和市の人口密度
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川崎市（１位）
10,316人 /k㎡
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4

３．人口について

（１）日本の人口について

　[図表１]のとおり、日本の人口は減少し始めています。

（２）大和市の人口について

　[ 図表２]のとおり、大和市の人口は増加し続けています。なお、2017年
10月時点の大和市の人口は235,190人で、推計を上回る見込みです。

　しかし、近い将来、全国的な動きと同様に、大和市も人口減少に向かうと考

えられています。

[ 図表 1]　日本の人口推移及び今後の推計

[ 図表 1]　大和市の人口推移及び今後の推計

（出典：総務省国勢調査、社人研推計をもとに作成）

（出典：大和市統計、社人研推計をもとに作成）
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5

（３）合計特殊出生率

　【合計特殊出生率とは？】

　　一人の女性が一生の間に出産する子どもの数に相当するとされるもの

　[図表３]のとおり、平成17年に1.13で神奈川県と同水準だった本市の合
計特殊出生率は、その後、大きく上昇し、平成27年度には1.46となり、全

国平均を上回って県内19市の中で最も高い出生率となりました [ 図表４]。

[ 図表 3]　国、県、大和市の合計特殊出生率推計

[ 図表 4]　平成 27 年度県内 19 市の合計特殊出生率比較

（出典：大和市人口ビジョン、厚労省人口動態統計、神奈川県衛生統計年報をもとに作成）

（出典：神奈川県衛生統計年報をもとに作成）
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6

（４）大和市の人口分布の推計

　人口減少とともに高齢化が進み、25 年後には市民の 3 人に 1 人が 65 歳以
上になることが見込まれています [ 図表５]。

（５）日本の平均寿命

　高齢化が進んでいる日本は長寿命化も進んでいます。

[ 図表 5　大和市の人口推移及び今後の推計

（出典：大和市人口ビジョン、大和市統計、社人研推計をもとに作成）

（出典：1950 年 厚生労働省「HP 平均余命の年次推移」

　　　  2015 年 厚生労働省「平成 27 年簡易生命表」をもとに作成）
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6
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7

４．大和市の総合計画について

（１）総合計画とは？

　市の施策や事業の根拠となる最上位の計画であり、市の仕事を計画的、効率

的、効果的に行っていくための基本的な方向性を示すものです。

（２）計画の体系

　第8次大和市総合計画では「健康創造都市」を将来都市像に掲げ、全ての事

業を「健康」の観点から体系化しています。

第8次大和市総合計画 第8次大和市総合計画
後期基本計画
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8

（３）健康領域

　人の健康

　１．一人ひとりがいつまでも元気でいられるまち

　　・市民の健康の維持・増進（戸別訪問による保

健指導、がん検診など）

　　・必要な医療サービスの提供（24時間365日

小児救急受け入れなど）

　２．子どもが生き生きと育つまち

　　・子どもを産み育てやすい環境の整備（不妊治療・

不育症治療助成、待機児童対策など）

　　・子どもの学習環境の向上（放課後の学習支援、

学校図書館の充実など）

　まちの健康

　３．安心と安全が感じられるまち

　　・災害への対応（防災備蓄品の整備、スタンド

パイプ消火資機材の設置など）

　　・日常生活での安全の確保（防犯カメラ・防犯

灯の設置、AEDの整備など）

　４．環境を守り育てるまち

　　・環境負荷の低減（公共施設への太陽光発電設

備設置など）

　　・緑地、農地の保全（市民農園の運営、拡大など）
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8
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9

　５．快適な都市空間が整うまち

　　・市街地や良好なまち並の整備（文化創造拠点

シリウス周辺の再開発、高座渋谷地区の区画

整理、中央林間地区のまちづくりなど）

　　・公園の整備（ゆとりの森、健康遊具、ボール

遊びができる公園など）

　　・移動しやすい環境の整備（コミュニティバス

の運行、自転車走行空間の整備など）

　社会の健康

　６．豊かな心を育むまち

　　・文化・芸術活動の推進（文化創造拠点の設置

など）

　　・スポーツ活動の推進（大和シルフィードなど）

　　・読書活動の推進（ブックスタート事業など）

　７．市民の活力があふれるまち

　　・地域活動、市民活動の活性化（自治会活動へ

の支援など）

　　・地域の活性化（ロボット関連施策、大和市民

まつりなど）
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10

５．10 年後のミライを想像しよう
　皆さんは、ご自身の10年後を想像したことがあるでしょうか。10年あ

れば、産まれたばかりの赤ちゃんが小学４年生に、小学4年生は成人になり

ます。子育て中の方は、子どもが手を離れ、元気な60歳代の方も、足や腰

が痛くなるかもしれません。ご自身だけでなく、家族や近所の方も、10年

後には変化があるだろうと考えられます。

　家族の、近所の、道路の、川の、まちの、大和市の10年後を想像して、

話し合ってみましょう。

参考資料：10年後の未来予想

【博報堂生活総合研究所によると・・・】
　◎未来年表
　　・2027年：リニア中央新幹線の開業
　　・2028年：感覚機能のある義手・義足が完成する
　　・2028年：インドの人口が中国の人口を超える
　　・2028年：全国の空き家率が２３．７％に高まる　　など

【日本経済新聞によると・・・】
　◎ＡＩと共存する時代
　　・2022年：サッカーなどの審判にＡＩを活用、介護ロボットや

調理ロボットの開発
　　・2026年：語学学校でＡＩが教師になり授業を実施
　　・2028年：ロボットが買い物を代行　　など



10

５．10 年後のミライを想像しよう
　皆さんは、ご自身の10年後を想像したことがあるでしょうか。10年あ

れば、産まれたばかりの赤ちゃんが小学４年生に、小学4年生は成人になり

ます。子育て中の方は、子どもが手を離れ、元気な60歳代の方も、足や腰

が痛くなるかもしれません。ご自身だけでなく、家族や近所の方も、10年

後には変化があるだろうと考えられます。

　家族の、近所の、道路の、川の、まちの、大和市の10年後を想像して、

話し合ってみましょう。

参考資料：10年後の未来予想

【博報堂生活総合研究所によると・・・】
　◎未来年表
　　・2027年：リニア中央新幹線の開業
　　・2028年：感覚機能のある義手・義足が完成する
　　・2028年：インドの人口が中国の人口を超える
　　・2028年：全国の空き家率が２３．７％に高まる　　など

【日本経済新聞によると・・・】
　◎ＡＩと共存する時代
　　・2022年：サッカーなどの審判にＡＩを活用、介護ロボットや

調理ロボットの開発
　　・2026年：語学学校でＡＩが教師になり授業を実施
　　・2028年：ロボットが買い物を代行　　など





報告書

やまと市民討議会
- 大和市の 10 年後のミライを考える -

平成 30 年 1 月

（平成 29 年度…第 1 回）

発行　大和市…政策部…総合政策課
〒 242-8601　神奈川県大和市下鶴間 1-1-1
電話　046-260-5304




